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久米禅師と石川郎女の贈答歌（大谷）

い
へ
ば
、
往
来
の
信
書
な
る
な
り（

３
）

。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
消
息
・
音
信
を
問
う
こ
と
を
そ
の
原
義
と
し
て
理
解
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
天
智
朝
に
収
録
さ
れ
る
十
二
首
の
う
ち
、
四
組
十
一
首
が
男

女
の
贈
答
歌
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
お

り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
天
智
天
皇
と
鏡
王
女
（
九
一
・
九
二
番
歌
）、
②
鏡

王
女
と
藤
原
鎌
足
（
九
三
・
九
四
番
歌
）、
③
久
米
禅
師
と
石
川
郎
女
（
九
六
～
一

〇
〇
番
歌
）、④
大
伴
安
麻
呂
と
巨
勢
郎
女
（
一
〇
一
・
一
〇
二
番
歌
）
の
四
組
で
あ
り
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
歌
を
贈
っ
た
者
と
答
え
た
者
が
明
確
な
贈
答
歌
と
し
て
認

め
ら
れ
る
。「
贈
答
」
の
概
念
に
つ
い
て
、
橋
本
四
郎
氏
は
次
の
よ
う
に
定
義

し
て
い
る
。

「
贈
」
は
本
来
、
能
動
者
に
明
確
な
目
標
が
意
識
さ
れ
た
上
で
な
さ
れ
る

行
為
で
あ
り
、
そ
の
働
き
か
け
を
受
け
と
め
て
目
標
の
側
か
ら
返
っ
て
く

る
行
為
が
「
答
」
で
あ
る
。
個
人
と
個
人
と
の
間
に
、
相
互
に
能
動
者
で

あ
り
受
動
者
で
あ
る
こ
と
の
共
通
の
了
解
が
あ
っ
て
成
り
立
つ
の
が
贈
答

で
あ
る（

４
）

。

　

① 

の
天
智
天
皇
の
歌
の
題
詞
に
は
「
賜
御
歌
」
と
あ
り
、
鏡
王
女
の
歌
の

題
詞
に
は
「
奉
和
」
の
歌
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
首
は
贈
答
歌
で
あ
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
。
②
③
④
の
一
首
目
の
題
詞
に
は
、い
ず
れ
も
男
が
女
を「
娉

時
」
の
歌
と
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
に
応
答
し
た
歌
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
妻
問

い
を
目
的
と
し
た
男
女
の
応
酬
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
巻
二

の
相
聞
歌
に
つ
い
て
、
土
橋
寛
氏
は
「
集
団
的
な
ウ
タ
カ
キ
の
歌
か
ら
個
人
的

一　

は
じ
め
に

『
万
葉
集
』
の
相
聞
歌
に
つ
い
て
、
そ
の
実
質
的
な
幕
開
け
を
天
智
天
皇
の

近
江
朝
と
み
る
こ
と
は
、
伊
藤
博
氏（

１
）

が
説
く
よ
う
に
、
現
在
で
は
お
お
む
ね
通

説
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
伝
承
歌
的
性
格
の
認
め
ら
れ
る
磐
姫
皇
后
関
係
歌

群
を
除
け
ば
、
巻
二
の
相
聞
は
「
近
江
大
津
宮
御
宇
天
皇
代
」
の
標
目
の
も
と

に
配
列
さ
れ
る
、
天
智
天
皇
と
鏡
王
女
の
贈
答
歌
（
九
一
・
九
二
番
歌
）
か
ら
大

伴
安
麻
呂
と
巨
勢
郎
女
の
贈
答
歌
（
一
〇
一
・
一
〇
二
番
歌
）
ま
で
の
十
二
首
は
、

年
代
が
判
明
し
て
い
る
相
聞
歌
の
始
源
の
作
品
群
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
相
聞
」
は
、
巻
四
の
大
伴
坂
上
郎
女
歌
（
六
四
九
番
歌
）
の
左
注
に
「
こ
こ
を

以
ち
て
、
歌
を
題
し
送
り
答
へ
、
起
居
を
相
問
へ
り（

２
）

」
と
あ
る
よ
う
に
互
い
の

音
信
を
た
ず
ね
あ
う
こ
と
で
あ
り
、
山
田
孝
雄
氏
が
、

相
聞
と
は
概
括
し
て
い
へ
ば
往
復
存
問
の
意
な
る
を
見
る
べ
し
。
而
し
て

そ
の
文
字
の
面
を
以
て
推
す
に
相
は
交
互
の
意
に
し
て
聞
は
以
聞
の
聞
に

し
て
意
志
を
伝
達
す
る
義
な
り
。
さ
れ
ば
相
聞
の
熟
字
は
こ
れ
を
用
に
し

て
い
へ
ば
消
息
を
通
じ
意
見
を
交
換
す
る
義
に
し
て
、
こ
れ
を
体
に
し
て

久
米
禅
師
と
石
川
郎
女
の
贈
答
歌

 

大
谷　

歩
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知
る
と
言
は
な
く
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郎
女
（
同
・
九
七（

６
））

Ｃ　

梓
弓
引
か
ば
ま
に
ま
に
依
ら
め
ど
も
後
の
心
を
知
り
か
て
ぬ
か
も

郎
女
（
同
・
九
八
）

Ｄ　

梓
弓
弦
緒
取
り
は
け
引
く
人
は
後
の
心
を
知
る
人
そ
引
く

禅
師
（
同
・
九
九
）

Ｅ　

東
人
の
荷
向
の
篋
の
荷
の
緒
に
も
妹
は
心
に
乗
り
に
け
る
か
も

禅
師
（
同
・
一
〇
〇
）

　
　
　
　
　

久
米
禅
師
、
娉
石
川
郎
女
時
歌
五
首

Ａ　

水
薦
刈　

信
濃
乃
真
弓　

吾
引
者　

宇
真
人
佐
備
而　

不
欲
常
将
言
可
聞 　

禅
師

Ｂ　

三
薦
刈　

信
濃
乃
真
弓　

不
引
為
面　

強
〔
弦
〕
作
留
行
事
乎　

知
跡
言
莫
君
二　

　

郎
女

Ｃ　

梓
弓　

引
者
随
意　

依
目
友　

後
心
乎　

知
勝
奴
鴨　
　

郎
女

Ｄ　

梓
弓　

都
良
絃
取
波
気　

引
人
者　

後
心
乎　

知
人
曽
引　
　

禅
師

Ｅ　

東
人
之　

荷
向
篋
乃　

荷
之
緒
尓
毛　

妹
情
尓　

乗
尓
家
留
香
聞　
　

禅
師

こ
の
五
首
の
歌
（
以
下
、
当
該
作
品
）
は
禅
師
の
歌
か
ら
は
じ
ま
り
、
郎
女
が

二
首
続
け
て
応
じ
、
さ
ら
に
禅
師
が
応
答
す
る
形
式
で
あ
り
、
歌
の
表
現
に
お

い
て
は
、「
弓
」
を
「
引
く
」
こ
と
の
譬
喩
を
と
お
し
て
、
二
人
の
恋
の
駆
け

引
き
が
行
わ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
作
品
は
「
娉
」
す
な
わ

ち
妻
問
い
を
テ
ー
マ
と
し
な
が
ら
、
歌
表
現
に
お
て
い
は
「
弓
」
を
「
引
く
」

こ
と
を
共
通
の
モ
チ
ー
フ
と
す
る
こ
と
で
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
定

の
モ
チ
ー
フ
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
行
わ
れ
る
恋
歌
の
応
酬
に
は
、
歌
を
掛
け
合

な
贈
答
歌
へ
の
転
換
の
、
ち
ょ
う
ど
過
渡
期
の
産
物
」
で
あ
り
、「
歌
垣
的
・

社
交
的
性
格
の
歌
が
多
い
こ
と
は
、
初
期
相
聞
歌
の
特
長（

５
）

」
で
あ
る
と
い
う
。

さ
ら
に
、「
娉
時
」
を
題
詞
に
持
つ
②
③
④
に
つ
い
て
土
橋
氏
は
、「
求
婚
と
い

う
現
実
的
な
生
活
行
動
と
結
び
つ
い
て
い
る
」
こ
と
を
示
し
て
お
り
、「
歌
垣

の
歌
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
（
同
前
掲
書
）。『
万
葉
集
』

の
相
聞
歌
に
歌
垣
の
流
れ
を
み
る
こ
と
に
は
、
近
年
は
慎
重
な
立
場
を
と
る
論

も
見
受
け
ら
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
論
は
②
③
④
が
現
実
社
会
に
お
け

る
婚
姻
お
よ
び
妻
問
い
を
示
す
と
い
う
立
場
は
取
ら
な
い
が
、
巻
二
の
天
智
朝

の
相
聞
歌
が
集
団
の
歌
か
ら
個
人
の
歌
へ
の
過
渡
期
で
あ
り
、
社
交
的
性
格
を

有
す
る
歌
々
が
存
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
首
肯
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
場
を
同
じ
く
す
る
者
同
士
の
歌
の
応
酬
と
い
う
意
味
で
は
、
天
智
朝
の

相
聞
歌
に
歌
を
掛
け
合
う
何
ら
か
の
場
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
不
当

な
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

天
智
朝
の
相
聞
歌
の
四
組
の
贈
答
の
う
ち
、
①
の
天
智
天
皇
と
鏡
王
女
、
②

の
鏡
王
女
と
藤
原
鎌
足
、
④
の
大
伴
安
麻
呂
と
巨
勢
郎
女
は
二
首
一
組
の
応
酬

で
あ
る
が
、
③
の
久
米
禅
師
と
石
川
郎
女
の
贈
答
は
、
禅
師
三
首
・
郎
女
二
首

の
歌
群
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

久
米
禅
師
の
、
石
川
郎
女
を
娉
ひ
し
時
の
歌
五
首

Ａ　

み
薦
刈
る
信
濃
の
真
弓
わ
が
引
か
ば
貴
人
さ
び
て
い
な
と
言
は
む
か
も

禅
師
（
巻
二
・
九
六
）

Ｂ　

み
薦
刈
る
信
濃
の
真
弓
引
か
ず
し
て
強
ひ
ざ
る
〔
弦
は
く
る
〕
行
事
を
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は
相
聞
の
中
で
常
に
最
も
大
き
な
位
置
を
し
め
て
い
た（

７
）

。

と
、
相
聞
歌
に
お
け
る
贈
答
歌
の
位
置
を
論
じ
て
い
る
。
太
田
善
麿
氏
は
、

相
聞
的
場
面
で
言
葉
の
わ
ざ
の
訓
練
が
行
わ
れ
た
の
は
、
相
当
古
い
こ
と

で
、
そ
れ
を
さ
さ
え
る
条
件
と
し
て
、
舞
台
的
な
も
の
を
中
心
と
し
た
学

習
の
機
会
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る（

８
）

。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
訓
練
・
学
習
の
場
を
と
お
し
て
恋
歌
の
う
た
い
方
が
獲
得

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
対
し
て
、
歌
垣
の
歌
と
相
聞
歌
と
の
間
に
は

断
絶
が
存
す
る
と
み
る
大
浦
誠
士
氏
は
、
初
期
万
葉
の
贈
答
歌
に
反
発
的
・
対

立
的
な
性
格
を
持
つ
歌
の
多
い
こ
と
に
注
目
し
、

上
代
文
献
に
「
歌
垣
」「
嬥
歌
」
で
歌
わ
れ
た
歌
と
し
て
載
せ
ら
れ
る
男

女
の
掛
け
合
い
の
歌
に
は
、
初
期
万
葉
の
相
聞
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
反
発

的
・
対
立
的
な
応
酬
性
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る（

９
）

。

と
、
土
橋
論
を
批
判
的
に
検
証
す
る
。
さ
ら
に
大
浦
氏
は
、
初
期
万
葉
に
贈
答

歌
が
多
く
、
後
の
時
代
の
相
聞
歌
に
一
首
の
み
や
贈
答
の
一
部
の
み
の
例
が
多

い
の
は
、「
歌
の
表
現
が
、
贈
答
と
い
う
形
に
支
え
ら
れ
な
く
て
も
、
内
部
完

結
的
に
恋
の
『
心
』
を
形
象
化
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
ゆ
く
」
た
め
で
あ
る
と

い
い
、
贈
答
と
い
う
形
式
が
恋
の
心
情
表
現
を
支
え
る
基
本
構
造
と
し
て
機
能

し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
（
同
前
掲
論
）。
初
期
万
葉
の
相
聞
歌
の
反
発
的
・

対
立
的
な
性
格
は
土
橋
氏
も
指
摘
す
る
も
の
で
あ
り（

（1
（

、
佐
野
あ
つ
子
氏
は
当
該

作
品
の
よ
う
な
男
女
対
詠
に
お
け
る
女
歌
の
特
徴
と
し
て
の
「
切
り
返
し
」
の

手
法
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る（

（1
（

よ
う
に
、
贈
答
歌
の
基
本
的
な
性
格
の
一

う
た
め
の
手
法
や
技
巧
が
存
在
し
、
そ
の
手
法
の
中
で
こ
れ
ら
の
応
酬
が
展
開

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
恋
歌
の
応
酬
は
、
た

だ
直
裁
的
に
各
自
の
恋
の
思
い
を
述
べ
合
う
の
で
は
な
く
、
歌
の
応
酬
を
続
け

る
た
め
の
技
巧
が
存
在
し
、
そ
の
方
法
論
に
基
づ
い
て
歌
が
交
わ
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、
当
該
作
品
を
と
お
し
て

検
討
す
る
こ
と
が
本
論
の
第
一
の
目
的
で
あ
り
、
男
女
の
恋
歌
の
応
酬
に
お
い

て
、
共
通
す
る
語
句
を
用
い
て
相
手
の
歌
に
答
え
て
ゆ
く
う
た
い
継
ぎ
の
手
法

と
内
容
の
形
式
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
結
果
を
と
お
し
て
、
当
該
作
品
が
ど

の
よ
う
な
技
巧
の
も
と
に
詠
ま
れ
て
い
る
一
群
で
あ
る
の
か
の
位
置
付
け
を
試

み
た
い
。
さ
ら
に
第
二
の
課
題
と
し
て
、
こ
の
応
酬
が
歌
の
場
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
意
味
を
持
ち
な
が
ら
享
受
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
ゆ
き
た

い
。二　

当
該
作
品
の
研
究
史

前
掲
の
土
橋
寛
氏
の
論
を
は
じ
め
と
し
、『
万
葉
集
』
の
相
聞
歌
お
よ
び
当

該
作
品
に
歌
垣
的
な
流
れ
や
対
詠
的
性
格
を
み
る
論
は
多
い
。
た
と
え
ば
阿
蘇

瑞
枝
氏
は
、

万
葉
集
相
聞
が
、
も
と
古
代
歌
謡
に
お
け
る
歌
垣
な
ど
、
集
団
の
場
で
の

男
女
の
か
け
合
い
か
ら
は
じ
ま
り
、「
往
来
相
聞
」
と
い
う
原
義
に
基
づ

く
分
類
名
を
称
し
た
こ
と
か
ら
も
明
か
に
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
贈
答
歌
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統
朝
の
作
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
当
該
作
品
は
久
米
禅
師
と
石
川
郎
女
に

仮
託
し
て
誰
か
が
創
作
し
た
歌
で
あ
り
、「
五
首
に
は
、男
女
が
妻
問
い
（
共
寝
）

を
果
す
と
き
の
模
範
的
な
や
り
と
り
を
示
す
も
の
と
し
て
語
り
継
が
れ
る
歴
史

が
あ
っ
た
」
と
、
当
該
作
品
の
意
義
を
論
じ
て
い
る
（
同
前
掲
論
）。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
作
品
は
即
興
的
性
格
や
物
語
的
性
格
が
指
摘
さ
れ
、
歌

の
場
の
想
定
と
関
わ
っ
て
、
天
智
朝
の
作
か
後
世
の
作
か
、
作
者
の
実
作
・
仮

託
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、「
久
米
禅
師
」
と
、
複
数
人
存
在
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
石
川
郎
女
」
と
い
う
名
を
持
つ
作
者
を
い
か
に
捉
え
る

か
と
い
う
視
座
も
大
き
く
関
わ
り
、
問
題
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

作
者
に
つ
い
て
の
問
題
は
後
に
触
れ
る
こ
と
と
す
る
が
、
本
論
が
課
題
と
す
る

の
は
、
恋
歌
の
応
酬
に
お
け
る
歌
の
技
巧
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
視
点
か
ら
当

該
作
品
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
参
照
さ
れ
る
も
の
に
、
歌
掛
け
文
化
に
関
す
る

古
代
歌
謡
の
研
究
が
あ
る
。
土
橋
氏
の
歌
垣
論
は
、
上
記
に
み
た
よ
う
な
文
字

文
献
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
別
に
、
習
俗
と
し
て
現
存
す
る
歌
掛
け
文
化
か

ら
の
論
考
を
導
く
こ
と
と
な
っ
た
。
内
田
る
り
子
氏
は
、
照
葉
樹
林
文
化
圏
の

歌
垣
に
お
い
て
交
わ
さ
れ
る
恋
歌
に
一
定
の
プ
ロ
セ
ス
が
存
す
る
こ
と
を
指
摘

し（
（1
（

、
辰
巳
正
明
氏
は
、
中
国
少
数
民
族
の
歌
会
に
お
け
る
歌
掛
け
の
分
析
か
ら
、

男
女
対
詠
の
恋
歌
に
お
い
て
は
歌
の
道
筋
を
示
す
定
式
（「
歌
路
」）
が
存
在
し
、

恋
歌
は
こ
の
「
歌
路
」
に
沿
っ
た
道
筋
に
よ
っ
て
う
た
わ
れ
る
こ
と
を
詳
細
に

論
じ
て
い
る（

（1
（

。
辰
巳
氏
は
同
論
に
お
い
て
、
当
該
作
品
に
「
歌
路
」
の
理
論
を

用
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

つ
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
相
聞
歌
の
形
成
に
対
す
る
理
解
の
違
い
を
考
慮
し
て

も
、
当
該
作
品
な
ど
の
初
期
相
聞
歌
の
特
徴
と
し
て
、
反
発
や
切
り
返
し
の
手

法
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

当
該
作
品
に
つ
い
て
は
、
宴
席
や
サ
ロ
ン
に
お
け
る
即
興
歌
的
な
性
格
を
指

摘
す
る
論
も
多
い
。『
万
葉
集
総
釈
』
は
「
大
体
即
興
か
ら
作
ら
れ
た
歌
で
あ

ら
う（

（1
（

」
と
い
い
、
緒
方
惟
章
氏
も
「
打、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
ば
響
く
と
い
っ
た
対
応
の
即
時
性
よ

り
し
て
も
、
現
実
に
口
頭
に
よ
る
詠
歌
の
応
酬
の
場
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
疑

い
な
い
」
と
し
、「
持
統
女
帝
も
出
御
せ
ら
れ
て
の
宮、
、
、
、
、
、
、

廷
文
芸
サ
ロ
ン
の
場
の

所
産（

（1
（

」
と
し
て
の
歌
の
場
を
想
定
す
る
。
さ
ら
に
、
久
米
禅
師
と
い
う
人
物
は
、

そ
の
サ
ロ
ン
の
中
の
女
性
が
仮
託
し
た
架
空
の
人
物
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い

る
（
同
前
掲
論
）。
島
田
修
三
氏
も
歌
の
場
に
朝
廷
の
「
文
芸
サ
ロ
ン
」
を
想
定
し
、

天
智
朝
の
「
文
学
之
士
」
た
る
久
米
禅
師
と
石
川
郎
女
と
が
即
興
的
に
詠
み
交

し
た
戯
歌
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
天
智
朝
内
廷
の
文
芸
サ
ロ
ン
の
絶
讃

を
博
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
石
川
氏
出
身
の
後
宮
そ
の
他
朝
廷
内
外
の
女
性

た
ち
と
し
て
、
壬
申
の
乱
後
ま
で
も
伝
誦
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

」
と
述

べ
て
い
る
。
作
者
の
実
作
・
仮
託
の
別
は
あ
り
な
が
ら
も
、
当
該
作
品
を
天
智

朝
の
作
で
あ
り
、
宮
廷
の
文
芸
サ
ロ
ン
に
お
け
る
所
産
で
あ
る
と
す
る
の
が
両

氏
に
共
通
す
る
見
解
で
あ
る
。
一
方
、
伊
藤
博
氏
は
当
該
作
品
を
「
歌
語
り
」

の
中
の
一
つ
で
あ
る
と
位
置
付
け
、持
統
朝
の
石
川
郎
女
（
大
津
皇
子
・
草
壁
皇
子
・

大
伴
田
主
・
大
伴
宿
奈
麻
呂
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
人
物
）
の
歌
が
享
受
さ
れ
る
過
程
で

「
天
智
朝
の
実
話
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か（

（1
（

」
と
推
測
し
、
持
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三　

当
該
歌
群
の
理
解

歌
表
現
の
検
討
に
入
る
前
に
、
当
該
作
品
の
応
酬
の
テ
ー
マ
で
あ
る
題
詞
の

「
娉
」に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。「
娉
」の
字
は『
説
文
解
字
』に
は「
問

也
」
と
あ
り
、
通
字
と
さ
れ
る
「
聘
」
は
「
訪
也（

（1
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
問
い
訪

ね
る
意
で
あ
る
。
ま
た
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
に
は
「
娶
也（

（2
（

」、観
智
院
本
『
類

聚
名
義
抄
』
に
は
「
ト
ツ
ク　

ヨ
ハ
フ
（
右
傍
：
ヒ
）　

ム
カ
フ　

モ
ト
ム　

ト

フ　

ア
ハ
ス
」（
佛
中
・
一
二（

（2
（

）
な
ど
の
よ
う
に
、
日
本
の
古
辞
書
に
お
い
て
は

男
女
の
婚
姻
に
関
す
る
語
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
の
題
詞
・

左
注
に
お
け
る
「
娉
」
の
用
例
は
、
次
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

１　

内
大
臣
藤
原
卿
の
鏡
王
女
を
娉
ひ
し
時
に
、
鏡
王
女
の
内
大
臣
に
贈
れ

る
歌
一
首　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
・
九
三
／
題
詞
）

２　

大
伴
宿
禰
の
巨
勢
郎
女
を
娉
ひ
し
時
の
歌
一
首
（
巻
二
・
一
〇
一
／
題
詞
）

３　

大
伴
宿
禰
駿
河
麻
呂
の
同
じ
坂
上
家
の
二
嬢
を
娉
へ
る
歌
一
首　
　
　

春
霞
春
日
の
里
の
植
子
水
葱
苗
な
り
と
い
ひ
し
枝
は
さ
し
に
け
む

（
巻
三
・
四
〇
七
／
題
詞
）

４　

右
、
郎
女
は
、
佐
保
大
納
言
卿
の
女
な
り
。
初
め
一
品
穂
積
皇
子
に
嫁

ぎ
、
寵
び
を
う
く
る
こ
と
儔
な
か
り
き
。
皇
子
薨
り
ま
し
し
後
に
藤
原

麻
呂
大
夫
、
こ
の
郎
女
を
娉
へ
り
。
郎
女
は
、
坂
上
の
里
に
家
む
。
よ

り
て
族
氏
号
け
て
坂
上
郎
女
と
い
へ
り
。　　
　
（
巻
四
・
五
二
八
／
左
注
）

５　

或
は
曰
は
く
、
昔
三
の
男
あ
り
き
。
同
に
一
の
女
を
娉
ふ
。
娘
子
嘆

挑
逗
・
探
情
・
相
思
・
定
情
と
い
う
展
開
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
か

め
ら
れ
、
最
少
の
歌
路
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
の
よ
う

な
歌
路
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
対
歌
は
、
歌
遊
び
の
性
格
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
は
あ
る
サ
ロ
ン
で
展
開
さ
れ
た
恋
歌
で
あ
り
、
石
川
郎
女
と

言
う
の
も
仮
名
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
て
置
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら

は
、
恋
人
情
歌
に
見
せ
か
け
た
法
師
と
恋
多
き
女
と
の
社
交
情
歌
で
あ
っ

た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る（

（1
（

。

辰
巳
氏
は
、
当
該
作
品
の
九
六
番
歌
を
「
挑
逗
」（
挑
発
）、
九
七
・
九
八
番

歌
を
「
探
情
」、
九
九
番
歌
を
「
相
思
」、
一
〇
〇
番
歌
を
「
定
情
」
と
位
置
付

け
て
い
る
。
辰
巳
氏
の
説
く
「
歌
路
」
に
従
う
な
ら
ば
、
久
米
禅
師
の
「
貴
人

さ
び
て
い
な
と
言
は
む
か
も
」
と
い
う
挑
発
的
な
Ａ
の
歌
を
受
け
、
石
川
郎
女

は
Ｂ
・
Ｃ
の
二
首
で
、「
後
の
心
を
知
り
か
て
ぬ
か
も
」
な
ど
と
禅
師
の
本
心

を
探
り
、
禅
師
は
Ｄ
の
歌
で
「
後
の
心
を
知
る
人
そ
引
く
」
と
郎
女
の
思
い
に

応
え
る
こ
と
で
相
愛
の
関
係
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
Ｅ
の
歌
で
「
妹
は
心

に
乗
り
に
け
る
か
も
」
と
、
二
人
が
結
ば
れ
た
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
と
い
う
流

れ
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
男
女
対
詠
の
恋
歌
の
掛
け
合

い
に
お
い
て
、
あ
る
目
的
を
共
有
し
な
が
ら
歌
を
掛
け
合
う
と
い
う
方
法
を
想

定
し
得
る
な
ら
ば
、
当
該
作
品
の
男
女
の
贈
答
を
一
つ
の
例
と
し
て
、
恋
歌
に

お
け
る
応
酬
の
方
法
や
技
巧
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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当
該
作
品
も
そ
の
枠
組
み
に
お
い
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
久
米
禅
師
と

石
川
郎
女
の
応
酬
は
、
婚
姻
関
係
の
成
立
を
目
指
す
こ
と
が
歌
の
テ
ー
マ
と
し

て
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
実
的
な
婚
姻
は
社
会

的
な
慣
習
の
中
に
あ
る
た
め
、
男
女
が
恋
歌
を
掛
け
合
っ
て
自
由
に
結
婚
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
い
え
ば
、「
娉
」
と
は
自
由
な
恋
愛
を
前

提
と
し
た
求
婚
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
恋
歌
内
部
で
完
結
す
る
仮
想
現
実
の

中
で
行
わ
れ
る
恋
愛
（
擬
似
的
な
恋
愛
）
な
の
だ
と
い
え
る
。

当
該
歌
群
は
、「
弓
」
を
「
引
く
」
こ
と
を
共
通
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
Ａ

か
ら
Ｄ
ま
で
の
歌
が
詠
み
継
が
れ
て
い
る
。
Ａ
の
歌
の
「
引
く
」
こ
と
に
つ
い

て
は
、
折
口
信
夫
氏
『
口
訳
万
葉
集
』
が
「
私
は
お
前
さ
ん
の
袖
を
引
き
た
い

が（
（2
（

」
や
、
伊
藤
博
氏
『
万
葉
集
釈
注
』
が
「
共
寝
の
床
に
引
き
こ
む
意（

（2
（

」
と
す

る
よ
う
に
具
体
的
な
動
作
を
意
味
す
る
と
す
る
説
と
、
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』

精
撰
本
が
「
郎
女
ヲ
弓
ニ
喩
テ
弓
ヲ
手
ニ
執
テ
引
コ
ト
ク
、
君
ヲ
云
渡
テ
我
物

ニ
セ
ム
ト
ス
ト
モ（

（2
（

」、
武
田
祐
吉
氏
『
増
訂 

万
葉
集
全
註
釈
』
が
「
弓
を
引
く

よ
う
に
、
あ
な
た
を
誘
つ
た
ら
と
譬
喩
に
言
つ
て
い
る（

（2
（

」
と
す
る
よ
う
に
、
誘

う
・
気
を
引
く
意
の
譬
喩
と
す
る
説
が
存
す
る
。
Ａ
の
歌
と
同
じ
く
弓
を
引
く

こ
と
を
詠
ん
だ
『
万
葉
集
』
の
用
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１　

陸
奥
の
安
太
多
良
真
弓
弦
着
け
て
引
か
ば
か
人
の
吾
を
言
な
さ
む

（
巻
七
・
一
三
二
九
／
作
者
未
詳
／
譬
喩
歌
「
寄
弓
」）

２　

梓
弓
引
き
て
許
さ
ず
あ
ら
ま
せ
ば
か
か
る
恋
に
は
逢
は
ざ
ら
ま
し
を

（
巻
十
一
・
二
五
〇
五
／
柿
本
人
麻
呂
歌
集
／
寄
物
陳
思
）

息
き
て
曰
は
く
「
一
の
女
の
身
の
滅
易
き
こ
と
露
の
如
く
、
三
の
雄
の

志
の
平
び
難
き
こ
と
石
の
如
し
」
と
い
ふ
。
遂
に
乃
ち
池
の
上
に
仿
偟

り
、
水
底
に
沈
没
み
き
。
時
に
そ
の
壮
士
等
、
哀
頽
の
至
に
勝
へ
ず
し

て
、
各
々
所
心
を
陳
べ
て
作
れ
る
歌
三
首
〔
娘
子
、
字
を
縵
児
と
曰
ふ
〕

（
巻
十
六
・
三
七
八
八
／
前
文
）

１
・
２
は
当
該
作
品
の
ほ
ぼ
前
後
に
配
置
さ
れ
て
い
る
天
智
朝
の
相
聞
歌
で

あ
る
が
、
１
の
藤
原
鎌
足
が
鏡
王
女
を
妻
と
し
た
と
い
う
記
録
は
『
日
本
書

紀
』
や
『
藤
氏
家
伝
』
に
は
み
え
ず
、
２
の
大
伴
宿
禰
（
安
麻
呂
）
と
巨
勢
郎

女
に
つ
い
て
も
歴
史
書
に
婚
姻
の
記
録
は
み
え
な
い
。
３
の
歌
は
、「
水
葱
」

に
喩
え
て
坂
上
二
嬢
の
成
長
を
尋
ね
る
も
の
で
あ
り
、
大
伴
駿
河
麻
呂
が
二
嬢

と
の
結
婚
に
つ
い
て
、
母
の
坂
上
郎
女
に
問
い
合
わ
せ
た
歌
で
あ
る
と
み
ら
れ

る
。
４
は
、
藤
原
麻
呂
と
坂
上
郎
女
と
の
贈
答
歌
の
左
注
で
あ
り
、
は
じ
め
坂

上
郎
女
が
穂
積
皇
子
と
結
婚
し
た
こ
と
を
「
嫁
」
と
表
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
娉
」
は
婚
姻
と
は
区
別
さ
れ
る
用
字
で
あ
る
と
い
え
る
。
５
は
巻
十
六
の
縵

児
に
ま
つ
わ
る
漢
文
序
で
、
こ
の
「
娉
」
は
三
人
の
男
が
同
時
に
縵
児
に
求
婚

し
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
求
婚
は
妻
争
い
に
発
展
す
る
こ
と
か
ら
も

知
ら
れ
る
よ
う
に
、
婚
姻
の
前
段
階
の
行
為
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、「
娉
」

の
用
例
か
ら
は
正
式
な
婚
姻
を
意
味
す
る
確
例
は
認
め
ら
れ
ず
、
少
な
く
と
も

求
婚
の
段
階
で
あ
る
と
い
え
る
。『
説
文
解
字
』
の
字
義
に
即
し
て
い
う
な
ら

ば
、
男
性
が
女
性
を
尋
ね
る
こ
と
、
婚
姻
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ

り
、
婚
姻
関
係
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
前
段
階
の
行
為
を
指
し
示
す
語
で
あ
る
。
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こ
と
が
譬
喩
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、「
中
見
さ
し
」
が
未
詳
で
あ
る
た

め
に
、「
更
に
引
く
」
対
象
が
作
者
か
他
者
か
定
め
が
た
い
。
た
だ
し
、「
君
が

ま
に
ま
に
」
の
表
現
か
ら
み
る
に
、「
更
に
引
く
」
こ
と
は
相
手
か
ら
の
強
い

誘
い
で
あ
る
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
に
従
う
こ
と
が
表
明
さ
れ
て

い
る
。
５
や
７
の
歌
の
「
梓
弓
引
き
み
ゆ
る
へ
み
」
は
、
相
手
に
言
い
寄
っ
た

り
離
れ
た
り
し
な
が
ら
あ
れ
こ
れ
と
思
案
す
る
も
、
結
局
は
相
手
に
寄
る
こ
と

を
宣
言
す
る
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
弓
を
引
く
こ
と

が
相
手
か
ら
の
勧
誘
の
譬
喩
で
あ
り
、
そ
れ
を
ゆ
る
め
る
こ
と
は
相
手
の
誘
い

に
従
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
類
型
が
認
め
ら
れ
る
。
６
の
歌
は
そ
の
こ
と

を
利
用
し
て
、
弓
を
引
い
て
ゆ
る
め
る
こ
と
の
な
い
立
派
な
大
夫
が
、
恋
に
堪

え
ら
れ
な
い
は
ず
が
な
い
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ａ
の
歌
の
「
弓
」
を
「
引
く
こ
と
」
は
相
手
の
気
を
引

く
こ
と
の
譬
喩
で
あ
る
と
い
え
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
が
取
り
出
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
応
酬
の
目
的
が
相
手
の
心
を
我
が
も
の
に
す
る
こ
と
で
あ
る
こ

と
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
婚
姻
を
目
的
と
し
て
相
手
に

問
い
合
わ
せ
る
と
い
う
題
詞
の
「
娉
」
の
語
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
矛
盾
し

な
い
も
の
と
い
え
る
。
本
論
が
問
題
と
す
る
歌
を
う
た
い
継
ぐ
と
い
う
視
点
か

ら
み
れ
ば
、
モ
チ
ー
フ
を
共
有
す
る
こ
と
は
歌
の
返
答
を
容
易
に
す
る
一
つ
の

手
段
で
あ
り
、
禅
師
と
郎
女
は
「
弓
」
を
「
引
く
」
こ
と
に
暗
示
さ
れ
る
、
相

手
の
心
を
手
に
入
れ
る
と
い
う
目
的
に
向
か
っ
て
応
酬
す
る
と
い
う
道
筋
が
示

さ
れ
る
も
の
と
い
え
る
。
道
筋
を
つ
け
な
が
ら
歌
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
は
、
前

３　

梓
弓
引
き
み
弛
べ
み
来
ず
は
来
ず
来
ば
来
そ
を
何
ど
来
ず
は
来
ば
そ
を

（
巻
十
一
・
二
六
四
〇
／
作
者
未
詳
／
寄
物
陳
思
）

４　

梓
弓
弓
束
巻
き
か
へ
中
見
さ
し
更
に
引
く
と
も
君
が
ま
に
ま
に

（
巻
十
一
・
二
八
三
〇
／
作
者
未
詳
／
譬
喩
）

５　

梓
弓
引
き
み
ゆ
る
へ
み
思
ひ
見
て
す
で
に
心
は
寄
り
に
し
も
の
を

（
巻
十
二
・
二
九
八
六
／
作
者
未
詳
／
寄
物
陳
思
）

６　

梓
弓
引
き
て
ゆ
る
へ
ぬ
大
夫
や
恋
と
ふ
も
の
を
忍
び
か
ね
て
む

（
巻
十
二
・
二
九
八
七
／
作
者
未
詳
／
寄
物
陳
思
）

７　

今
さ
ら
に
何
を
か
思
は
む
梓
弓
引
き
み
ゆ
る
へ
み
寄
り
に
し
も
の
を

（
巻
十
二
・
二
九
八
九
／
作
者
未
詳
／
寄
物
陳
思
）

こ
れ
ら
の
用
例
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
弓
を
引
く
こ
と
、
あ
る
い
は
ゆ
る

め
る
こ
と
が
、
下
接
す
る
主
情
を
導
く
譬
喩
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
１
の
歌
は
、「
陸
奥
の
安
太
多
良
真
弓
」
に
弦
を
付
け
て
引
い
た
な
ら
ば
、

人
は
私
の
こ
と
を
噂
す
る
だ
ろ
い
う
と
い
う
予
感
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

「
引
く
」
に
は
、
恋
を
話
題
と
し
て
誰
か
に
言
い
寄
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。
２
の
歌
は
、
相
手
に
心
を
許
さ
な
か
っ
た
ら
、
こ
ん
な
恋
に
逢
う
こ
と
は

無
か
っ
た
と
い
う
後
悔
を
う
た
っ
て
お
り
、
梓
弓
を
ゆ
る
め
る
こ
と
が
相
手
に

心
を
許
す
こ
と
の
譬
喩
と
な
っ
て
い
る
。
３
の
歌
は
、
男
に
対
し
て
訪
れ
の
有

無
を
明
確
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
女
の
歌
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
白
黒
を
は
っ
き

り
さ
せ
る
」
の
よ
う
な
喩
え
と
し
て
、
弓
の
引
き
・
ゆ
る
み
が
取
り
出
さ
れ
て

い
る
。
４
の
歌
の
「
弓
束
巻
き
か
へ
」
か
ら
は
、
何
か
を
新
し
く
取
り
替
え
る
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氏
に
関
わ
る
モ
チ
ー
フ
が
取
り
出
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。
た
だ
し
、

第
一
義
に
は
、
歌
表
現
に
お
い
て
相
手
の
心
を
手
に
入
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る

「
弓
を
引
く
」
こ
と
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
取
り
出
そ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
弓
が
信
濃
の
真
弓
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、『
続
日
本
紀
』
大
宝
二
年
三
月
甲
午
条
に
「
信
濃

国
、
梓
弓
一
千
廿
張
を
献
る
。
以
て
大
宰
府
に
充
つ
」
や
慶
雲
元
年
四
月
庚
午

条
「
信
濃
国
よ
り
献
れ
る
弓
一
千
四
百
張
を
以
て
大
宰
府
に
充
つ（

（2
（

」、
あ
る
い

は
『
延
喜
式
』
巻
第
三
・
臨
時
祭
の
祝
詞
に
「
凡
そ
甲
斐
・
信
濃
両
国
、
進
る

と
こ
ろ
の
祈
年
の
祭
の
料
の
雑
の
弓
百
八
十
張
〈
甲
斐
国
は
槻
の
弓
八
十
張
、
信
濃

国
は
梓
の
弓
百
張
〉
は
、
み
な
十
二
月
以
前
に
使
を
差
し
て
進
上
せ
よ（

（2
（

」
と
あ
る

よ
う
に
、
弓
が
信
濃
お
よ
び
東
国
の
特
産
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
み

ら
れ
、
こ
の
「
弓
」
を
「
引
く
」
こ
と
を
共
通
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
Ｂ
の
郎

女
の
歌
が
展
開
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

Ｂ
の
歌
の
四
句
目
は
難
訓
箇
所
で
あ
り
、
元
暦
校
本
な
ど
に
「
強
佐
留
・
シ

ヒ
（
ヰ
）
サ
ル
」（
元
〈「
留
」
の
右
に
朱
「
由
イ
」〉・
金
・
類
・
古
・
紀
）、
西
本
願
寺

本
な
ど
に
「
強
作
留
・
シ
ヒ
（
ヰ
）
サ
ル
」（
宮
・
陽
・
細
・
温
・
矢
・
京
・
無
・
附
・

寛
）
と
あ
り
、
広
瀬
本
は
「
強
佐
由
・
ヒ
サ
ユ
ワ
サ
ヲ
」（
訓
右
傍
「
シ
ヒ
サ
ル
」

と
し
、
合
点
を
付
す
）
と
し
て
お
り
、
広
瀬
本
の
本
文
訓
を
除
け
ば
訓
読
は
諸
本

い
ず
れ
も
「
シ
ヒ
サ
ル
」
で
あ
る
。
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』
初
稿
本
が
「
強
」

を
「
弦
」
に
改
め
て
「
ツ
ル
ハ
グ
ル
」
と
し
て
以
降
、
漢
字
本
文
の
「
強
」
を

「
弦
」
の
誤
り
と
し
、「
ヲ
ツ
ク
ル
」（
童
蒙
抄
）、「
ヲ
ハ
ク
ル
」（
万
葉
考
・
略
解
・

掲
の
辰
巳
氏
が
指
摘
す
る
「
歌
路
」
の
理
論
を
参
照
す
る
に
、
恋
歌
の
応
酬
に

お
い
て
重
要
な
手
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
当
該
作
品
が
禅
師
が
郎
女
を

「
娉
」
す
る
歌
で
あ
る
と
題
詞
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
禅
師
が
郎
女
の
心
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
、
こ
の
二
人
の
応
酬
が
目
指
す
と
こ
ろ
の

着
地
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
お
、
Ａ
の
禅
師
の
歌
に
お
い
て
弓
が
取
り
出
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
古
事
記
』
上
巻
の
天
孫
降
臨
段
に
、

故
爾
く
し
て
、
天
忍
日
命
・
天
津
久
米
命
の
二
人
、
天
の
石
靫
を
取
り
負

ひ
、
頭
椎
の
大
刀
を
取
り
佩
き
、
天
の
は
じ
弓
を
取
り
持
ち
、
天
の
真
鹿

児
矢
を
手
挟
み
、御
前
に
立
ち
て
仕
へ
奉
り
き
。
故
、其
の
天
忍
日
命
、〈
此

は
、
大
伴
連
等
が
祖
ぞ
〉。
天
津
久
米
命
〈
此
は
、
久
米
直
等
が
祖
ぞ
〉（

（2
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
久
米
氏
の
祖
で
あ
る
天
津
久
米
命
が
弓
矢
を
持
っ
た
出
で
立

ち
で
登
場
す
る
こ
と
や
、『
万
葉
集
』
巻
二
十
・
四
四
六
五
番
歌
の
大
伴
家
持

の
「
族
に
喩
せ
る
歌
一
首
并
せ
て
短
歌
」
に
お
い
て
、

ひ
さ
か
た
の　

天
の
戸
開
き　

高
千
穂
の　

岳
に
天
降
り
し　

皇
祖
の

神
の
御
代
よ
り　

櫨
弓
を　

手
握
り
持
た
し　

真
鹿
児
矢
を　

手
挟
み

添
へ
て　

大
久
米
の　

ま
す
ら
健
男
を　

先
に
立
て　

靫
取
り
負
せ　

山
河
を　

磐
根
さ
く
み
て　

踏
み
と
ほ
り　

国
覓
し
つ
つ　

ち
は
や
ぶ

る　

神
を
言
向
け　

服
従
は
ぬ　

人
を
も
和
し　

掃
き
清
め　

仕
へ
奉

り
て
（
下
略
）

と
み
え
る
よ
う
に
、「
真
鹿
児
矢
」
や
「
靫
取
り
負
せ
」
と
弓
に
関
わ
る
氏
族

と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
久
米
禅
師
の
出
身
氏
族
と
思
わ
れ
る
久
米
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む
か
も
」
な
ど
と
勝
手
に
き
め
て
お
い
で
に
な
る
が
そ
ん
な
事
が
わ
か
り

ま
す
か
、
と
い
ふ
の
で
あ
る（

（3
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
で
は
「
シ
ヒ
ザ
ル
ワ
ザ
」
が
禅
師
の
行
為
で
、「
知

る
と
言
は
な
く
に
」
の
主
体
は
郎
女
と
い
う
構
造
を
と
り
、
弱
腰
の
禅
師
の

態
度
を
非
難
す
る
内
容
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。「
ヲ
ハ
ク
ル
ワ
ザ
ヲ
」
と
し
て

揶
揄
と
す
る
場
合
に
は
、「
弓
を
引
く
」
と
言
い
な
が
ら
本
気
で
自
分
の
気
を

引
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
挑
発
の
意
と
な
り
、「
シ
ヒ
ザ
ル
ワ

ザ
ヲ
」
の
場
合
に
は
、
強
引
に
迫
っ
て
も
み
な
い
禅
師
の
態
度
で
は
返
事
の
し

よ
う
も
な
い
と
非
難
し
、
反
発
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｂ
の
歌
は
、

Ａ
の
歌
で
禅
師
が
取
り
上
げ
た
弓
を
引
く
こ
と
の
モ
チ
ー
フ
を
引
き
受
け
て
、

禅
師
の
弱
腰
な
態
度
を
揶
揄
し
、
あ
る
い
は
非
難
し
て
、
禅
師
に
対
し
て
自
分

を
本
気
で
求
め
る
気
持
ち
が
あ
る
の
か
否
か
、
態
度
を
は
っ
き
り
さ
せ
よ
と
い

う
郎
女
か
ら
の
切
り
返
し
で
あ
る
と
い
え
る
。

Ｃ
の
歌
は
、こ
れ
ま
で
共
通
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た「
信
濃
の
真
弓
」か
ら「
梓

弓
」
に
弓
の
材
質
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
月
岡
道
晴
氏
は
、

真
弓
（
檀
弓
）
は
奥
地
に
産
す
る
強
弓
で
あ
る
反
面
、
扱
い
が
難
し
い
伝

統
的
な
弓
材
と
し
て
表
現
さ
れ
る
一
方
で
、
梓
弓
は
弦
を
か
け
る
に
も
引

い
た
り
緩
め
た
り
し
て
調
整
が
し
や
す
く
思
い
通
り
に
な
る
弓
材
と
し
て
、

表
現
上
区
別
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う（

（3
（

。

と
指
摘
し
、
こ
の
材
質
の
違
い
を
も
と
に
、
Ａ
の
歌
は
禅
師
は
真
弓
に
伝
統
あ

る
高
貴
さ
と
扱
い
づ
ら
さ
を
言
外
に
ほ
の
め
か
し
た
も
の
と
し
、
Ｂ
の
歌
は
郎

攷
證
・
檜
の
嬬
手
・
古
義
な
ど
）、「
強
佐
留
・
ア
ナ
サ
ル
」（
武
田
全
註
釈
）
な
ど
の

説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。『
万
葉
集
全
注
』
は
、

打
消
の
ザ
ル
を
「
佐
留
」
と
記
す
の
は
、「
佐
」
が
清
音
仮
名
な
の
で
無

理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、「
草
武
左
受○

」（
１
・
二
二
）、「
安
波
射○

良
来
」

（
15
・
三
七
四
一
）
の
よ
う
に
仮
名
表
記
語
に
接
続
す
る
場
合
は
と
も
か
く
、

「
不
強
」
を
「
強
佐
留
」
と
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
見
出
し
難
い（

（3
（

。

と
し
て
『
万
葉
考
』
な
ど
の
「
ヲ
ハ
ク
ル
ワ
ザ
」
が
穏
当
か
と
し
て
お
り
、
誤

字
説
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
い
見
解
で
あ
る
が
、
仮
名
の
使
用
法
に
照
ら
せ
ば

妥
当
な
指
摘
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る（

（3
（

。

以
上
の
よ
う
に
、「
ヲ
ハ
ク
ル
」
と
す
る
説
と
、
少
数
だ
が
「
シ
ヒ
ザ
ル
」

と
す
る
説
が
あ
り
、「
ヲ
ハ
ク
ル
」を
採
る
説
は
、『
万
葉
代
匠
記
』精
撰
本
が「
我

ハ
女
ニ
テ
弓
ノ
事
ハ
知
ラ
ネ
ハ
、
人
ニ
尋
ト
ヘ
ト
モ
、
引
ヌ
弓
ニ
弦
ハ
ク
ル
ヤ

ウ
ヲ
知
ト
ハ
云
ハ
ヌ
ト
ナ
リ
」
の
よ
う
に
、
引
か
な
い
弓
に
弦
を
は
か
せ
る
方

法
を
知
っ
て
い
る
と
は
言
わ
な
い
も
の
だ
と
解
釈
さ
れ
、
一
首
の
意
は
『
万
葉

集
全
注
』
が
「
久
米
氏
の
男
性
を
弦
の
張
り
方
さ
え
知
ら
な
い
と
揶
揄
す
る
こ

と
に
作
者
の
意
図
は
あ
っ
た
よ
う
だ（

（3
（

」
と
い
う
、
弱
腰
の
禅
師
に
対
す
る
手
痛

い
揶
揄
で
あ
る
と
す
る
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
シ
ヒ
ザ
ル
」説
を
採
る
の
は
、

澤
瀉
久
孝
氏
『
万
葉
集
注
釈
』
や
講
談
社
文
庫
本
の
一
部
の
諸
注
釈
の
み
で
あ

る
が
、
澤
瀉
氏
は
「
強
ひ
ざ
る
わ
ざ
と
は
、
強
引
に
せ
ま
る
事
を
し
な
い
」
こ

と
で
あ
り
、

即
ち
御
自
身
で
強
い
意
志
表
示
を
な
さ
ら
な
い
で
ゐ
て
、「
い
な
と
い
は
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こ
そ
引
け
』
と
い
う
気
持
と
が
重
な
り
合
っ
た
表
現（

（3
（

」
で
あ
る
と
い
い
、
伊
藤

博
氏
『
万
葉
集
釈
注
』
が
、

女
の
第
一
首
（
九
七
）
に
い
う
「
弦
は
く
る
わ
ざ
を
知
る
」
こ
と
な
ど
男

子
に
お
い
て
自
明
の
こ
と
な
の
だ
と
し
て
承
け
な
が
ら
、
直
接
に
は
女
の

第
二
首
（
九
八
）
に
い
う
「
後
の
心
を
知
り
か
て
ぬ
か
も
」
に
答
え
た
も

の
で
、
そ
の
答
え
が
相
手
に
心
変
わ
り
が
な
い
こ
と
を
見
き
わ
め
る
か
た

ち
に
転
換
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
相
手
の
言
葉
を
逆
手
に
取
っ
た
し
っ

ぺ
返
し
が
あ
る（

（3
（

。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
Ｂ
の
郎
女
の
揶
揄
と
、
Ｃ
の
「
後
の
心
」
に
同
時
に
答
え

た
も
の
で
、
後
の
心
変
わ
り
の
な
い
こ
と
を
提
示
し
た
歌
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

Ｃ
で
郎
女
が
疑
念
を
も
っ
た
禅
師
の
「
後
の
心
」
へ
の
不
安
は
解
消
さ
れ
、
禅

師
が
確
か
に
将
来
の
保
証
を
約
束
し
て
く
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
郎
女
は
禅
師

の
引
く
「
ま
に
ま
に
」、
そ
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
を
許
諾
し
た
も
の
み
な
さ

れ
る
。
こ
こ
で
、
一
連
の
禅
師
と
郎
女
の
掛
け
合
い
は
一
端
終
了
し
、
禅
師
は

彼
女
を
手
に
入
れ
た
歓
び
を
Ｅ
の
歌
に
詠
む
。

Ｅ
の
歌
の
「
荷
向
」
は
、『
仙
覚
抄
』
が
、

諸
国
ミ
ツ
キ
モ
ノ
ヲ
ハ
、
ノ
サ
キ
ト
イ
フ
也
。
ノ
サ
キ
ト
ハ
、
ニ
ノ
サ
キ

ト
云
也
。
ハ
ツ
ホ
ト
モ
イ
フ
オ
ナ
シ
コ
ト
ナ
リ
。
コ
ノ
ウ
タ
ノ
心
ハ
、
カ

ノ
、
ノ
サ
キ
ノ
ハ
コ
ノ
ハ
ナ
ル
マ
シ
ク
、
ユ
ヒ
ツ
ケ
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
、
コ
ヽ

ロ
ニ
イ
モ
カ
、
ノ
ル
ト
タ
ト
ヘ
タ
ル
也（

（3
（

と
述
べ
る
よ
う
に
、
諸
国
の
貢
ぎ
物
の
こ
と
で
あ
る
。『
延
喜
式
』
の
祈
年
祭

女
は
自
ら
を
強
情
な
真
弓
と
決
め
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
気
に
入
ら
ず
、
Ｃ
の
歌

で
扱
い
や
す
い
器
量
良
し
の
梓
弓
へ
と
自
ら
の
譬
喩
を
転
換
し
、
Ｄ
の
歌
で
禅

師
は
扱
い
や
す
い
梓
弓
と
し
て
の
譬
喩
を
喜
ん
で
肯
定
し
た
と
解
釈
し
て
い
る
。

こ
の
解
釈
は
、
同
じ
弓
を
モ
チ
ー
フ
と
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
込
め
る
譬
喩
を
変

更
す
る
と
い
う
歌
の
掛
け
合
い
の
技
を
的
確
に
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
、

首
肯
さ
れ
る
見
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
郎
女
は
、
Ａ
Ｂ
の
歌
と
同
じ
弓
を
引

く
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
変
更
せ
ず
に
、
そ
こ
に
込
め
た
譬
喩
を
変
更
す
る
こ
と

で
、
禅
師
と
の
歌
の
基
調
を
崩
す
こ
と
な
く
、
次
の
展
開
を
導
く
手
法
が
採
ら

れ
て
い
る
と
い
え
る
。

Ｃ
の
歌
で
郎
女
は
、
禅
師
の
求
め
に
応
じ
て
も
よ
い
が
、
後
々
の
あ
な
た
の

心
は
私
に
は
わ
か
り
か
ね
る
の
だ
と
、
自
分
と
結
ば
れ
た
後
の
将
来
に
つ
い
て

の
禅
師
の
態
度
を
話
題
と
し
て
い
る
。
こ
の
歌
で
郎
女
が
意
図
し
た
こ
と
は
、

「
引
か
ば
ま
に
ま
に
」
と
し
て
禅
師
の
求
め
に
応
じ
る
態
度
を
み
せ
る
こ
と
よ

り
も
、
禅
師
の
「
後
の
心
」
が
確
か
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
自
分
と
の
関
係
を

後
々
ま
で
続
け
る
覚
悟
が
あ
る
の
か
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
こ
と
に
、
重
き
が

置
か
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

次
の
Ｄ
の
禅
師
の
歌
は
、
Ｃ
で
郎
女
が
変
更
し
た
「
梓
弓
」
を
承
け
て
、
梓

弓
の
弦
を
取
り
付
け
て
引
く
よ
う
に
あ
な
た
の
気
を
引
こ
う
と
し
て
い
る
人
は
、

「
後
の
心
」
が
わ
か
っ
て
い
る
人
、
後
々
の
将
来
ま
で
し
っ
か
り
と
考
え
て
い

る
人
こ
そ
が
引
く
も
の
だ
、
と
応
答
す
る
。
日
本
古
典
文
学
全
集
本
は
「『
引

く
人
は
後
の
心
を
知
る
人
そ
』
と
い
う
気
持
と
『
引
く
人
は
後
の
心
を
知
れ
ば
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も
み
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
の
用
例
を
通
し
て
、
恋
歌
の
応
酬
に
お
け
る
形

式
を
分
類
し
て
み
た
い
。

四　

恋
歌
の
技
法

こ
こ
で
は
、
当
該
作
品
の
よ
う
に
、
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
を
持
ち
な
が
ら
詠

ま
れ
る
恋
歌
に
つ
い
て
、
恋
歌
の
応
酬
に
お
い
て
あ
る
一
定
の
形
式
が
み
ら
れ

る
こ
と
を
確
認
し
て
み
た
い
。

内
大
臣
藤
原
卿
の
鏡
王
女
を
娉
ひ
し
時
に
、
鏡
王
女
の
内
大

臣
に
贈
れ
る
歌
一
首

①
１　

玉
く
し
げ
覆
ふ
を
安
み
開
け
て
い
な
ば
君
が
名
は
あ
れ
ど
わ
が
名
し

惜
し
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
・
九
三
）

内
大
臣
藤
原
卿
の
鏡
王
女
に
報
へ
贈
れ
る
歌
一
首

①
２　

玉
く
し
げ
み
む
ま
ど
山
の
さ
な
か
づ
ら
さ
寝
ず
は
つ
ひ
に
あ
り
か
つ

ま
し
じ
〔
或
る
本
の
歌
に
曰
は
く
、
玉
く
し
げ
三
室
戸
山
の
〕（
巻
二
・
九
四
）

大
伴
宿
禰
の
巨
勢
郎
女
を
娉
ひ
し
時
の
歌
一
首

②
１　

玉
葛
実
な
ら
ぬ
樹
に
は
ち
は
や
ぶ
る
神
そ
着
く
と
い
ふ
な
ら
ぬ
樹
ご

と
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
・
一
〇
一
）

巨
勢
郎
女
の
報
へ
贈
れ
る
歌
一
首
〔
即
ち
近
江
朝
の
大
納
言
巨

勢
人
卿
の
女
な
り
〕

の
祝
詞
に
は
、

伊
勢
に
坐
す
天
照
大
御
神
の
大
前
に
白
さ
く
、（
中
略
）
陸
よ
り
往
く
道
は

荷
の
緒
縛
い
堅
め
て
、
磐
根
・
木
根
履
み
さ
く
み
て
、
馬
の
爪
の
至
り
留

ま
る
限
り
、
長
道
間
な
く
立
ち
つ
づ
け
て
、
狭
き
国
は
広
く
、
峻
し
き

国
は
平
ら
け
く
、
遠
き
国
は
八
十
綱
打
ち
挂
け
て
引
き
寄
す
る
事
の
如
く
、

皇
大
御
神
の
寄
さ
し
奉
ら
ば
、
荷
前
を
ば
皇
大
御
神
の
大
前
に
、
横
山
の

如
く
打
ち
積
み
置
き
て
、
残
り
を
ば
平
ら
け
く
聞
こ
し
看
さ
む
。（
下
略
）

と
、
天
照
大
御
神
の
た
め
に
「
荷
前
」
を
運
ぶ
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
は
し
っ
か
り
と
堅
く
紐
で
結
び
、
運
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一

首
は
、
東
国
の
人
が
「
荷
向
」
の
貢
ぎ
物
を
納
め
た
箱
の
緒
を
し
っ
か
り
と
堅

く
結
ぶ
よ
う
に
、
あ
な
た
は
私
の
心
に
し
っ
か
り
と
乗
り
か
か
っ
て
し
ま
っ
た

と
詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
Ｅ
の
歌
は
、
鹿
持
雅
澄
『
万
葉
集
古
義
』
が
「
禅
師

が
独
思
ふ
よ
し
な
れ
ど
、（
別
に
題
詞
の
あ
り
し
が
、
混
れ
し
に
は
あ
ら
じ
、）
そ
の
思

ふ
心
中
を
、
右
の
歌
に
そ
へ
て
、
郎
女
に
告
知
せ
む
た
め
に
、
贈
れ
る
な
る
べ

し（
（3
（

」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
諸
注
釈
に
お
い
て
も
禅
師
の
独
詠
的
な
歌
、
あ
る

い
は
別
時
に
詠
ま
れ
た
作
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
該
五
首
は
「
弓
を
引
く
」
こ
と
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
こ

と
で
う
た
い
継
ぐ
こ
と
を
容
易
に
し
、「
弓
を
引
く
」
こ
と
に
よ
っ
て
暗
示
さ

れ
る
、
相
手
の
心
を
手
に
入
れ
る
と
い
う
妻
問
い
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
、
歌

が
展
開
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
恋
歌
の
手
法
は
、
当

該
作
品
の
よ
う
に
共
通
の
モ
チ
ー
フ
を
持
ち
な
が
ら
詠
ま
れ
る
男
女
の
恋
歌
に
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⑤
２　

嘆
き
つ
つ
大
夫
の
恋
ふ
れ
こ
そ
わ
が
髪
結
の
漬
ぢ
て
ぬ
れ
け
れ

（
巻
二
・
一
一
八
）

石
川
女
郎
の
大
伴
宿
禰
田
主
に
贈
れ
る
歌
一
首

〔
即
ち
佐
保
大
納
言
大
伴
卿
の
第
二
子
、
母
を
巨
勢
朝
臣
と
い
ふ
〕

⑥
１　

遊
士
と
わ
れ
は
聞
け
る
を
屋
戸
貸
さ
ず
わ
れ
を
還
せ
り
お
そ
の
風
流

士　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
・
一
二
六
）

（
前
略
）
明
け
て
後
、
女
郎
す
で
に
自
媒
の
愧
づ
べ
き
を
恥
ぢ
、

ま
た
心
の
契
の
果
さ
ざ
る
を
恨
み
き
。
因
り
て
こ
の
歌
を
作
り

て
謔
戯
を
贈
り
ぬ
。

大
伴
宿
禰
田
主
の
報
へ
贈
れ
る
歌
一
首

⑥
２　

遊
士
に
わ
れ
は
あ
り
け
り
屋
戸
貸
さ
ず
還
し
し
わ
れ
そ
風
流
士
に
は

あ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
・
一
二
七
）

同
じ
石
川
女
郎
の
さ
ら
に
大
伴
田
主
中
郎
に
贈
れ
る
歌
一
首

⑥
３　

わ
が
聞
き
し
耳
に
好
く
似
る
葦
の
う
れ
の
足
痛
く
わ
が
背
勤
め
た
ぶ

べ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
・
一
二
八
）

藤
原
朝
臣
広
嗣
の
桜
の
花
を
娘
子
に
贈
れ
る
歌
一
首

⑦
１　

こ
の
花
の
一
枝
の
う
ち
に
百
種
の
言
そ
隠
れ
る
お
ほ
ろ
か
に
す
な

（
巻
八
・
一
四
五
六
）

娘
子
の
和
へ
た
る
歌
一
首

②
２　

玉
葛
花
の
み
咲
き
て
成
ら
ざ
る
は
誰
が
恋
ひ
に
あ
ら
め
吾
が
恋
ひ
思

ふ
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
・
一
〇
二
）

天
皇
の
藤
原
夫
人
に
賜
へ
る
御
歌
一
首

③
１　

わ
が
里
に
大
雪
降
れ
り
大
原
の
古
り
に
し
里
に
落
ら
ま
く
は
後

 

（
巻
二
・
一
〇
三
）

藤
原
夫
人
の
和
へ
奉
れ
る
歌
一
首

③
２　

わ
が
岡
の
龗
に
言
ひ
て
落
ら
し
め
し
雪
の
摧
け
し
其
処
に
散
り
け
む

（
巻
二
・
一
〇
四
）

大
津
皇
子
の
石
川
郎
女
に
贈
れ
る
御
歌
一
首

④
１　

あ
し
ひ
き
の
山
の
し
づ
く
に
妹
待
つ
と
わ
が
立
ち
濡
れ
し
山
の
し
づ

く
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
・
一
〇
七
）

石
川
郎
女
の
和
へ
奉
れ
る
歌
一
首

④
２　

吾
を
待
つ
と
君
が
濡
れ
け
む
あ
し
ひ
き
の
山
の
し
づ
く
に
成
ら
ま
し

も
の
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
・
一
〇
八
）

舎
人
皇
子
の
御
歌
一
首

⑤
１　

大
夫
や
片
恋
ひ
せ
む
と
嘆
け
ど
も
醜
の
大
夫
な
ほ
恋
ひ
に
け
り

（
巻
二
・
一
一
七
）

舎
人
娘
子
の
和
へ
奉
れ
る
歌
一
首
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と
訳
し
、「
生
き
て
い
ら
れ
な
い
の
は
相
手
で
あ
る
か
の
よ
う
に
わ
ざ
と
と
ぼ

け
て
歌
い
返
し
て
い
る（

（4
（

」
と
す
る
よ
う
に
、
鏡
王
女
へ
の
脅
迫
め
い
た
鎌
足
の

切
り
返
し
で
あ
る
と
捉
え
る
解
釈
も
あ
る
。
前
者
の
理
解
で
は
、
鏡
王
女
の
挑

発
に
対
し
て
鎌
足
は
降
参
す
る
姿
勢
を
み
せ
て
共
寝
を
懇
願
す
る
こ
と
で
、
下

手
に
出
て
降
伏
し
た
男
に
対
し
て
、
次
に
鏡
王
女
が
ど
の
よ
う
な
歌
を
返
し
て

く
る
か
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
対
し
て
、
伊
藤
氏
の
解

釈
の
よ
う
に
鏡
王
女
の
挑
発
に
脅
迫
め
い
た
口
調
で
切
り
返
し
て
い
る
と
み
る

な
ら
ば
、
こ
こ
で
自
分
の
共
寝
の
要
求
に
応
じ
な
か
っ
た
場
合
、
あ
な
た
は
つ

い
に
は
生
き
て
い
ら
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
高
慢
な
態
度
で
挑
発
し
返
す

と
い
う
、
挑
発
の
応
酬
と
な
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
挑
発
と

い
う
態
度
は
、
相
手
か
ら
次
の
歌
を
引
き
出
す
有
効
な
う
た
い
方
で
あ
る
と
い

え
る
。

②
は
大
伴
安
麻
呂
が
巨
勢
郎
女
を
「
娉
」
し
た
時
の
応
酬
で
、
②
１
で
安
麻

呂
は
「
玉
葛
」
の
よ
う
に
実
の
成
ら
な
い
木
を
巨
勢
郎
女
に
譬
え
て
、
恋
愛
適

齢
期
を
過
ぎ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
脅
迫
め
い
た
挑
発
の
内
容
と
し

て
い
る
。
早
く
自
分
の
求
め
に
応
じ
た
方
が
よ
い
と
急
か
す
こ
と
で
、
郎
女
を

我
が
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
歌
と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
②
２
の
巨
勢

郎
女
は
同
じ
「
玉
葛
」
を
引
き
継
ぎ
、
安
麻
呂
の
「
玉
葛
実
成
ら
ぬ
木
」
の
揶

揄
に
対
し
て
、
自
分
は
真
剣
に
恋
し
く
思
っ
て
い
る
が
、
成
就
し
な
い
不
誠
実

な
恋
ば
か
り
し
て
い
る
の
は
誰
で
あ
ろ
う
か
と
、
安
麻
呂
を
不
実
な
男
に
仕
立

て
た
上
で
切
り
返
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、「
玉
葛
」
を
共
通
の
モ
チ
ー
フ
と
し

⑦
２　

こ
の
花
の
一
枝
の
う
ち
は
百
種
の
言
持
ち
か
ね
て
折
ら
え
け
ら
ず
や

（
巻
八
・
一
四
五
七
）

右
に
挙
げ
た
七
組
は
、
当
該
作
品
と
同
じ
く
明
確
に
贈
答
の
形
式
を
取
る
作

品
の
う
ち
、
贈
歌
と
答
歌
に
共
通
の
モ
チ
ー
フ
が
詠
ま
れ
な
が
ら
歌
が
展
開
し

て
い
る
例
で
あ
り
、
巻
二
の
例
を
中
心
に
提
示
し
た
。
①
１
の
鏡
王
女
の
歌
は
、

「
玉
く
し
げ
」
は
覆
い
隠
す
の
が
た
や
す
い
こ
と
を
譬
喩
と
し
て
、
鎌
足
の
名

は
と
も
か
く
私
の
浮
き
名
が
立
つ
こ
と
が
口
惜
し
い
の
だ
と
、
自
ら
の
名
を
第

一
と
す
る
立
場
を
明
示
す
る
。
こ
れ
は
、
鎌
足
の
妻
問
い
を
全
面
的
に
拒
否
し
、

鎌
足
を
蔑
ろ
に
す
る
こ
と
で
挑
発
す
る
性
格
を
有
す
る
歌
と
い
え
る
。
こ
れ
に

対
し
て
①
２
の
鎌
足
は
、
鏡
王
女
の
持
ち
出
し
た
「
玉
く
し
げ
」
を
引
き
受
け

つ
つ
、「
玉
く
し
げ
」
を
覆
う
も
の
か
ら
開
け
て
み
る
も
の
へ
と
譬
喩
を
転
換

し
て
、「
み
む
ま
ど
山
の
さ
な
か
ず
ら
」
を
導
い
て
い
る
。「
さ
な
か
ず
ら
」

は
類
音
の
「
さ
寝
」
を
導
く
も
の
で
、
共
寝
を
し
な
い
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い

だ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
あ
り
か
つ
ま
し
じ
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、

窪
田
空
穂
氏
『
万
葉
集
評
釈
』
が
「
わ
れ
は
結
局
生
き
て
ゐ
る
こ
と
は
で
き

な
か
ら
う
」
と
訳
し
、「
生
命
を
か
け
て
思
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
気
分
を
あ
ら
は

す（
（3
（

」
も
の
で
あ
る
と
す
る
よ
う
に
、
鎌
足
が
鏡
王
女
に
屈
服
し
、
共
寝
を
懇
願

す
る
歌
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
一
方
、
伊
藤
博
氏
『
万
葉
集
釈
注
』
は
、

さ、
、寝
ず
は
―
―
共
寝
を
し
な
い
で
な
ん
か
い
て
―
―
よ
ろ
し
い
の
で
す
か
、

そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
と
て
も
生
き
て
は
い
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
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る
。
対
す
る
娘
子
は
⑦
２
で
、
広
嗣
の
「
こ
の
花
の
一
枝
の
う
ち
に
百
種
の
」

を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
承
け
て
う
た
い
継
ぎ
、
こ
の
花
の
枝
は
た
く
さ
ん
の
言
葉
を

持
ち
き
れ
な
く
て
折
れ
て
し
ま
っ
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
と
広
嗣
の
挑
発
を
、

表
現
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
こ
と
で
切
り
返
し
、
反
発
の
歌
に
仕
立
て
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
挑
発
的
な
歌
に
対
し
て
反
発
で
切
り
返
す
こ
と
を
手
法
と
し
て
展
開

し
て
い
る
例
で
あ
る
と
い
え
る
。

一
方
、
挑
発
に
対
し
て
同
調
す
る
こ
と
で
歌
を
う
た
い
継
ぐ
例
も
存
す
る
。

④
大
津
皇
子
と
石
川
郎
女
の
贈
答
は
、
④
１
の
大
津
皇
子
が
「
あ
し
ひ
き
の
山

の
し
づ
く
」
に
立
ち
濡
れ
な
が
ら
あ
な
た
を
待
っ
て
い
た
の
に
、
郎
女
の
訪
れ

が
な
か
っ
た
こ
と
を
非
難
す
る
内
容
で
あ
る
が
、
④
２
の
石
川
郎
女
の
返
答
は
、

私
も
あ
な
た
が
濡
れ
た
山
の
雫
に
な
っ
て
、
あ
な
た
の
傍
に
居
た
か
っ
た
の
だ

と
い
い
、
逢
瀬
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
自
分
も
皇
子
に
会
い
た
か
っ
た
と
い

う
意
志
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、「
あ
し
ひ
き
の
山
の
し
づ
く
」
が
共
通

の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
う
た
い
継
が
れ
て
お
り
、
郎
女
は
自
ら
も
逢
瀬
を
遂
げ
た

か
っ
た
と
相
愛
の
関
係
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
、
自
ら
に
非
の
な
い
こ
と
を
主
張

す
る
こ
と
で
皇
子
の
非
難
を
か
わ
そ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
⑤
は

舎
人
皇
子
と
舎
人
娘
子
の
贈
答
で
、
⑤
１
は
「
大
夫
」
は
「
片
恋
」
な
ど
し
な

い
も
の
だ
と
嘆
く
が
、「
醜
の
大
夫
」
は
そ
れ
で
も
な
お
恋
し
て
し
ま
う
も
の

だ
と
い
う
。
こ
れ
は
、「
大
夫
」
が
恋
に
よ
っ
て
「
醜
」
な
る
存
在
へ
転
落
し

て
い
る
と
し
て
自
ら
を
卑
下
す
る
こ
と
で
、
相
手
か
ら
同
情
や
慰
め
を
得
る
た

め
の
手
法
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
⑤
２
の
舎
人
娘
子
は
、
嘆
き
な

て
う
た
い
継
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
展
開
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
、
切
り
返
し
の

妙
で
あ
る
と
い
え
る
。
③
は
天
武
天
皇
と
藤
原
夫
人
の
贈
答
で
、
③
１
で
天
武

天
皇
が
、「
わ
が
里
」
に
降
っ
て
い
る
大
雪
が
あ
な
た
が
い
る
大
原
の
古
び
た

里
に
降
る
の
は
後
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
挑
発
の
内
容
を
贈
っ
た
の
に
対

し
、
③
２
で
藤
原
夫
人
は
、「
わ
が
里
」
を
「
わ
が
岡
」
に
変
更
し
て
引
き
継
ぎ
、

私
が
わ
が
岡
の
竜
神
に
い
い
つ
け
て
降
ら
せ
た
雪
の
か
け
ら
が
そ
ち
ら
で
ち
ら

つ
い
て
い
る
だ
け
で
し
ょ
う
、
と
切
り
返
し
て
い
る
。
こ
れ
も
挑
発
と
反
発
に

よ
る
応
酬
で
、
降
る
雪
を
共
通
の
モ
チ
ー
フ
と
し
た
戯
れ
の
歌
で
あ
る
。
⑥
は

石
川
女
郎
と
大
伴
田
主
の
贈
答
で
、
⑥
１
の
左
注
に
は
、
老
女
に
変
装
し
て
自

媒
を
し
た
石
川
女
郎
が
、
そ
の
こ
と
を
恥
じ
て
戯
れ
の
歌
を
贈
っ
た
と
あ
る
。

⑥
１
で
女
郎
は
田
主
の
こ
と
を
「
遊
士
」
と
聞
い
て
い
た
が
、
宿
を
貸
さ
な
い

愚
か
な
「
遊
士
」
で
あ
っ
た
と
挑
発
的
に
揶
揄
し
て
い
る
。
対
し
て
⑥
２
で
田

主
は
女
郎
の
提
示
し
た
「
遊
士
」
を
逆
手
に
取
り
、
自
分
こ
そ
が
紳
士
的
な
真

の
「
遊
士
」
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
⑥
３
で
は
、
石
川
女
郎
は
田
主

の
足
の
病
を
か
ね
て
よ
り
聞
い
て
い
た
こ
と
と
し
て
揶
揄
す
る
こ
と
で
、
田
主

を
足
を
患
う
「
遊
士
」
ら
し
か
ら
ぬ
姿
へ
と
転
落
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
も
の

と
い
え
る
。
⑥
１
・
２
は
「
遊
士
」
の
定
義
を
め
ぐ
る
内
容
で
あ
り
、
女
郎
の

挑
発
に
対
し
、
田
主
が
切
り
返
し
、
さ
ら
に
女
郎
が
揶
揄
し
返
す
と
い
う
反
発

の
形
式
に
よ
る
応
酬
で
あ
る
。
ま
た
、
⑦
は
巻
八
の
藤
原
広
嗣
と
娘
子
の
贈
答

歌
で
あ
る
。
⑦
１
で
広
嗣
は
、
こ
の
花
の
枝
に
は
た
く
さ
ん
の
愛
の
言
葉
が
隠

れ
て
い
る
か
ら
、
な
い
が
し
ろ
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
挑
発
的
な
歌
を
贈
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知
る
と
言
は
な
く
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郎
女

Ｃ　

梓
弓
引
か
ば
ま
に
ま
に
依
ら
め
ど
も
後
の
心
を
知
り
か
て
ぬ
か
も

郎
女

Ｄ　

梓
弓
弦
緒
取
り
は
け
引
く
人
は
後
の
心
を
知
る
人
そ
引
く　
　
　

禅
師

Ｅ　

東
人
の
荷
向
の
篋
の
荷
の
緒
に
も
妹
は
心
に
乗
り
に
け
る
か
も　

禅
師

Ａ
と
Ｂ
は
「
み
薦
刈
る
信
濃
の
真
弓
」、
Ｃ
と
Ｄ
は
「
梓
弓
」
を
「
引
く
」

こ
と
を
共
通
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
前
項
で
確
認
し
た
よ
う
な
恋

歌
の
応
酬
に
お
け
る
う
た
い
継
ぎ
の
手
法
に
よ
っ
て
、
歌
の
や
り
と
り
を
よ
り

ス
ム
ー
ズ
に
、
か
つ
テ
ー
マ
を
明
確
に
す
る
働
き
が
あ
る
も
の
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
、
前
述
の
形
式
分
類
に
あ
て
は
め
る
と
、
Ａ
〈
謙
遜
〉、
Ｂ

〈
挑
発
〉
あ
る
い
は
〈
反
発
〉、
Ｃ
〈
同
調
〉・〈
挑
発
〉、
Ｄ
〈
同
調
〉
と
な
る
。

最
後
の
Ｅ
は
独
詠
的
性
格
の
た
め
こ
の
分
類
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
が
、
応
酬

の
目
的
が
成
就
し
た
歓
喜
の
内
容
と
な
る
。
Ａ
は
「
貴
人
さ
び
て
」
と
し
て
相

手
を
揶
揄
し
な
が
ら
も
、「
い
な
と
い
は
む
か
も
」
と
い
う
よ
う
に
、
自
ら
を

卑
下
し
て
相
手
か
ら
の
拒
絶
を
最
大
限
防
御
し
よ
う
と
い
う
手
法
で
あ
る
と
い

え
る
。
し
か
し
、
Ｂ
の
郎
女
は
引
く
ど
こ
ろ
か
弦
の
付
け
方
さ
え
知
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
揶
揄
と
し
て
の
挑
発
（「
ヲ
ハ
ク
ル
ワ
ザ
」）、
あ
る
い
は
強

気
に
迫
る
こ
と
も
し
な
い
禅
師
の
態
度
を
非
難
す
る
反
発
の
歌
（「
シ
ヒ
ザ
ル
ワ

ザ
」）
と
し
て
切
り
返
し
、
つ
づ
く
Ｃ
で
は
、
上
句
で
は
「
引
か
ば
ま
に
ま
に
」

と
し
て
同
調
の
意
志
を
示
し
つ
つ
も
、
禅
師
の
「
後
の
心
」
が
確
か
な
も
の
で

あ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
挑
発
を
も
っ
て
、
二
人
の
関
係
を
さ
ら
に
深
め
よ

が
ら
も
「
大
夫
」
た
る
君
が
恋
う
て
く
れ
る
た
め
に
、
私
の
髪
を
結
う
糸
が
濡

れ
て
ほ
ど
け
た
の
だ
と
、
舎
人
皇
子
の
思
い
に
同
調
す
る
内
容
で
応
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
首
目
に
挑
発
の
内
容
が
多
い
の
は
、
次
の
相
手
の
出
方
を

探
る
た
め
で
あ
り
、
相
手
の
歌
を
承
け
て
切
り
返
す
場
合
に
も
、
相
手
の
心
情

に
寄
り
添
う
場
合
に
も
、
同
じ
表
現
を
利
用
し
て
う
た
い
継
ぐ
こ
と
で
、
歌
の

テ
ー
マ
が
よ
り
明
確
に
な
る
機
能
が
あ
る
も
の
と
い
え
る
。
以
上
の
諸
例
を
概

観
す
る
と
、
共
通
の
モ
チ
ー
フ
を
有
す
る
贈
答
歌
に
は
、
相
手
の
挑
発
に
よ
っ

て
反
発
す
る
内
容
で
返
答
す
る
形
式
と
、
相
手
の
心
情
に
同
調
し
な
が
ら
返
答

す
る
形
式
が
み
て
と
れ
る
。
中
に
は
、
⑤
１
の
舎
人
皇
子
の
よ
う
に
、
自
ら
を

卑
下
す
る
こ
と
で
相
手
の
反
応
を
み
よ
う
と
す
る
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、『
万

葉
集
』
巻
二
を
中
心
と
し
た
初
期
の
贈
答
歌
に
は
、
次
の
四
つ
の
型
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

①　

相
手
の
意
図
す
る
こ
と
を
は
ね
つ
け
る
・
拒
否
す
る
方
法
＝
〈
反
発
〉

②　

相
手
を
揶
揄
す
る
方
法
＝
〈
挑
発
〉

③　

自
ら
を
卑
下
・
謙
遜
す
る
方
法
＝
〈
謙
遜
〉

④　

相
手
の
意
図
す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
方
法
＝
〈
同
調
〉

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
再
度
当
該
作
品
の
応
酬
を
確
認
し
て
み
た
い
。

久
米
禅
師
の
、
石
川
郎
女
を
娉
ひ
し
時
の
歌
五
首

Ａ　

み
薦
刈
る
信
濃
の
真
弓
わ
が
引
か
ば
貴
人
さ
び
て
い
な
と
言
は
む
か
も

禅
師

Ｂ　

み
薦
刈
る
信
濃
の
真
弓
引
か
ず
し
て
強
ひ
ざ
る
〔
弦
は
く
る
〕
行
事
を
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う
と
す
る
手
法
が
み
て
取
れ
る
。
Ｄ
の
禅
師
は
、
Ｃ
の
郎
女
の
「
梓
弓
」
を
承

け
て
、
郎
女
の
希
望
に
添
う
形
で
将
来
の
こ
と
ま
で
を
も
約
束
し
、
二
人
は
相

愛
の
関
係
に
向
か
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
の
Ｅ
の
歌
は
、
こ
の
応

酬
の
結
果
、
郎
女
が
自
ら
の
思
い
通
り
に
我
が
手
に
落
ち
た
こ
と
を
喜
ぶ
、
歓

喜
の
歌
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
作
品
は
先
に
分
類
し
た
四
つ
の
形
式
を
用
い
て
歌
の
応

酬
が
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
伊
藤
博
氏
が
述
べ
て
い
た
よ
う
な
、
妻

問
い
歌
の
典
型
例
た
る
要
素
は
、
恋
歌
の
形
式
の
面
か
ら
み
て
も
、
満
た
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五　

久
米
禅
師
と
石
川
郎
女
の
性
格

最
後
に
、
久
米
禅
師
と
石
川
郎
女
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
久
米
禅
師

は
閲
歴
未
詳
の
人
物
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、『
万
葉
代
匠
記
』
精
撰
本
は
「
俗

ナ
レ
ト
モ
禅
師
ヲ
名
ニ
付
タ
ル
人
欤
。
又
在
家
ノ
入
道
ナ
リ
ケ
ル
カ
」
と
し
、

『
万
葉
考
』
は
「
久
米
は
氏
、
禅
師
は
名
也（

（4
（

」
と
し
て
、
久
米
禅
師
を
仏
教
者

で
は
な
く
在
俗
の
人
物
の
名
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
た
し
か
に
、『
万
葉
考
』

が
述
べ
る
よ
う
に
、『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
二
年
五
月
条
に
は
「
復
仏
・
菩

薩
と
賢
聖
の
号
を
用
ゐ
る
。
聞
見
を
経
る
毎
に
懐
に
安
か
ら
ず
。
今
よ
り
以
後
、

更
に
然
る
こ
と
勿
か
る
べ
し
」
と
、
仏
や
菩
薩
な
ど
の
聖
人
の
名
を
用
い
る
こ

と
を
禁
止
す
る
勅
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
万
葉
集
全
注
』
が
、

久
米
氏
出
身
で
、
の
ち
に
禅
師
に
な
っ
た
男
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
禅

師
と
は
、
と
く
に
修
験
が
あ
り
、
病
を
な
お
し
幸
福
を
招
来
す
る
特
殊
な

僧
侶
に
冠
せ
ら
れ
る
称
号
（
下
略（

（4
（

）

と
述
べ
る
よ
う
に
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
禅
師
は
、『
万

葉
集
全
注
』
が
引
用
す
る
『
佛
教
語
大
辞
典
』
に
は
、「
日
本
の
古
代
で
は
禅

師
は
特
に
修
験
が
あ
り
、
病
を
い
や
し
、
福
を
招
く
、
特
殊
の
僧
侶
に
冠
せ
ら

れ
る
敬
称（

（4
（

」
で
あ
る
と
さ
れ
、『
続
日
本
紀
』
に
は
三
十
一
例
の
「
禅
師
」
の

例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、天
平
勝
宝
八
歳
四
月
壬
子
条
に
は「
医

師
・
禅
師
・
官
人
、
各
一
人
を
左
右
京
・
四
畿
内
に
遣
し
て
、
疹
疾
の
徒
を
救

療
せ
し
む
」
と
あ
り
、
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
敏
達
天
皇
六
年
十
一
月
条
に
は
、

す
で
に
律
師
・
比
丘
尼
な
ど
と
共
に
難
波
の
寺
に
置
か
れ
た
こ
と
が
見
え
て
い

る
。『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
・
第
十
一
縁
に
は
、

奈
良
の
右
京
の
薬
師
寺
の
僧
題
惠
禅
師
〔
字
を
依
網
禅
師
と
曰
ふ
。
俗
姓
は
依

網
連
な
り
。
故
に
以
て
字
と
為
せ
り
。〕
を
請
け
、
十
一
面
観
音
の
悔
過
を
奉

仕
る（

（4
（

。

と
、
在
俗
時
の
氏
族
名
が
「
字
＋
禅
師
」
と
し
て
使
用
さ
れ
る
用
例
も
み
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
禅
師
は
天
智
朝
に
お
い
て
も
仏
教
者
の
称
で
あ
っ
た
と
み
る
べ

き
で
あ
る
。
清
水
克
彦
氏
は
『
万
葉
集
』
巻
二
の
相
聞
部
の
配
列
に
つ
い
て
、

「
年
代
順
を
基
本
原
則
と
し
つ
つ
、
そ
れ
に
拠
り
難
い
時
に
は
、
身
分
と
い
う

別
の
基
準
に
拠
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
」
と
推
測
し
、

「
皇
室
、
内
大
臣
（
こ
れ
は
近
江
大
津
宮
時
代
の
み
）、
僧
、
臣
下
と
い
っ
た
、
身
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分
に
よ
る
順
序
」
が
あ
り
、
皇
子
女
は
原
則
薨
年
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る（
（4
（

。
清
水
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
久
米
禅
師
は
身
分
の
序
列
に
お
い
て
は
高
い
位

置
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
僧
は
臣
下
の
枠
外
の
存
在
で
あ
る
た

め
に
氏
族
の
前
に
置
か
れ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
、
石
川
郎
女
の
出
身
氏
族
で

あ
る
石
川
氏
も
、
次
に
配
列
さ
れ
る
大
伴
氏
と
並
ぶ
古
く
か
ら
の
有
力
氏
族
で

あ
る
。
清
水
氏
が
、
石
川
氏
よ
り
も
久
米
禅
師
の
僧
と
し
て
の
身
分
を
優
先
し

て
論
じ
て
い
る
こ
と
に
従
う
な
ら
ば
、
久
米
禅
師
は
あ
る
程
度
高
い
身
分
の
人

物
と
認
定
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

石
川
郎
女
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
行
研
究
に
よ
り
、
複
数
人
の
存
在
が
指
摘

さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
当
該
作
品
の
石
川
郎
女
に
つ
い
て
島
田
修
三
氏
は
、

い
わ
ば
初
期
石
川
郎
女
が
才
芸
優
れ
た
僧
に
慕
わ
れ
、
宿
命
の
ラ
イ
バ
ル

大
津
・
日
並
両
皇
子
と
の
三
角
関
係
を
演
じ
、
老
い
て
な
お
若
き
貴
公
子

に
懸
想
す
る
と
い
っ
た
恋
多
き
劇
的
な
女
人
像
を
体
現
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
こ
れ
は
多
く
同
族
の
女
性
た
ち
の
伝
誦
過
程
に
潤
色
さ
れ
た
部
分
も

あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
基
点
に
な
っ
た
の
が
両
石
川
郎
女
の
残
し
た
伝

誦
に
堪
え
得
る
歌
で
あ
り
、
そ
の
抜
群
の
歌
才
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る

時
、
石
川
郎
女
な
る
名
は
歌
に
お
い
て
石
川
氏
女
流
を
代
表
す
る
人
物
に

よ
っ
て
名
乗
り
継
が
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か（

（4
（

。

と
述
べ
る
よ
う
に
、「
石
川
郎
女
」
と
い
う
人
物
の
名
に
は
、
歌
才
に
長
け
た

女
性
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
伊
藤
博
氏
の

よ
う
に
、
当
該
作
品
を
後
世
の
仮
託
と
み
る
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
の
イ
メ
ー

ジ
は
な
お
「
石
川
郎
女
」
と
い
う
名
に
つ
き
ま
と
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
当
然
、『
万
葉
集
』
に
登
場
す
る
女
性
歌
人
の
多
く
は
恋
歌
を
詠
む
女
性

た
ち
で
あ
り
、「
石
川
郎
女
」
だ
け
に
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
看
取
す
る
の

は
不
当
で
あ
る
と
の
批
判
も
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
老
女
に
変
装
し
て
自
媒
を

し
て
ま
で
男
を
求
め
る
女
性
と
し
て
登
場
す
る
一
二
六
番
歌
な
ど
は
、
通
常
の

恋
と
は
異
質
な
、
色
ご
の
み
と
も
い
う
べ
き
特
異
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
お

り
、
他
の
女
性
歌
人
と
は
一
線
を
画
す
女
性
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
す
る
と
、
当
該
作
品
は
恋
の
駆
け
引
き
を
得
意
と
す
る
石
川
郎
女
と
、

仏
教
者
と
し
て
修
行
に
励
み
、
男
女
の
恋
を
「
色
欲
」
の
最
た
る
も
の
と
し
て

戒
め
る
べ
き
存
在
で
あ
る
久
米
禅
師
と
の
、
恋
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き
で
あ
っ
た

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。『
万
葉
集
』
に
お
け
る
僧
が
、
積
極
的
に
恋
歌
に
参

加
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
僧
が
恋
歌
を
詠
み
か
わ
す
こ
と
に
な
ん

ら
抵
抗
の
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
と
の
見
方
も
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
重
要
な

の
は
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
時
代
的
風
潮
が
あ
っ
た
か
否
か
で
は
な
く
、
こ
の

贈
答
歌
の
形
式
と
し
て
、
恋
歌
を
得
意
と
す
る
女
性
と
、
高
位
の
僧
で
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
、
恋
を
遠
ざ
け
る
べ
き
立
場
の
僧
が
、
妻
問
い
と
い
う
テ
ー
マ

で
恋
歌
の
応
酬
を
す
る
と
い
う
場
面
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
、
恋
に
最
も
近
い
者
と
遠
い
者
と
い
う
異
色
の
対
決
こ
そ
が
、
当
該

作
品
の
主
眼
で
あ
り
、『
万
葉
集
』
に
採
録
さ
れ
る
に
至
っ
た
理
由
の
一
つ
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
異
色
の
対
決
は
、
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
宮
廷
の
サ
ロ
ン
や
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通
の
モ
チ
ー
フ
と
す
る
こ
と
で
う
た
い
継
ぐ
こ
と
を
容
易
に
し
、「
弓
」
を
「
引

く
」
こ
と
に
よ
っ
て
暗
示
さ
れ
る
、
相
手
の
心
を
手
に
入
れ
る
と
い
う
道
筋
に

よ
っ
て
、
歌
が
展
開
し
て
い
る
と
い
え
る
。
当
該
作
品
の
よ
う
に
、『
万
葉
集
』

に
は
男
女
が
同
じ
景
物
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
贈
答
歌
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
性
格

は
〈
反
発
〉〈
挑
発
〉〈
謙
遜
〉〈
同
調
〉
の
四
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
本
論
で
導
い
た
贈
答
歌
の
形
式
分
類
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
多
く

の
用
例
に
基
づ
い
て
分
析
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
が
、
当
該
作
品
は
、
こ
の
四

つ
の
基
本
的
要
素
を
備
え
た
応
酬
で
あ
る
と
い
え
る
。
当
該
作
品
は
、
恋
愛
か

ら
も
っ
と
も
遠
い
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
禅
師
と
石
川
郎
女
と
の
恋
歌
の

応
酬
で
あ
り
、
い
わ
ば
仏
教
者
と
恋
歌
の
名
手
の
対
決
で
あ
る
と
い
え
る
。
禅

師
は
郎
女
を
手
に
入
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
勝
利
と
し
、
郎
女
は
歌
の
応
酬
で
は

禅
師
の
意
の
ま
ま
と
な
っ
た
が
、
禅
師
を
自
分
と
の
恋
に
夢
中
に
な
る
破
戒
僧

に
仕
立
て
上
げ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
恋
歌
の
名
手
と
し
て
の
面
目
を
保
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
異
色
の
対
決
こ
そ
が
、
禅
師
と
い
う
仏
教
者
が
恋
歌
の
応

酬
に
参
加
す
る
意
味
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

宴
の
場
に
お
い
て
、
多
く
の
聴
衆
の
前
で
披
露
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

禅
師
の
Ｅ
の
歌
は
、
禅
師
が
郎
女
を
手
に
入
れ
た
こ
と
の
歓
び
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
仏
教
者
た
る
禅
師
が
、
恋
に
長
け
た
郎
女
を
我
が

も
の
と
し
た
こ
と
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
禅
師
は

石
川
郎
女
を
手
に
入
れ
た
人
物
と
し
て
称
賛
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し

か
し
、
石
川
郎
女
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
禅
師
に
「
妹
は
心
に
乗
り
に
け
る
か

も
」
と
う
た
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
禅
師
を
自
ら
と
の
恋
に
溺
れ
る
破
戒
僧

に
仕
立
て
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
歌
の
応
酬
と

し
て
は
禅
師
に
屈
服
し
た
体
裁
で
花
を
持
た
せ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
こ
と

自
体
が
、
禅
師
を
仏
教
者
に
あ
る
ま
じ
き
態
度
を
み
せ
る
存
在
へ
と
転
落
さ
せ

た
と
も
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
石
川
郎
女
が
一
枚
上
手
で
あ
り
、
場
に
集
っ

た
者
は
禅
師
の
勝
利
か
郎
女
の
勝
利
か
を
議
論
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
、
恋
歌
の
名
手
と
仏
教
者
の
異
色
の
対
決
と
い
う
設
定
こ
そ
が
、
久
米
禅

師
と
石
川
郎
女
が
恋
歌
の
応
酬
を
行
っ
た
理
由
で
あ
り
、
当
該
作
品
の
ね
ら
い

で
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
る
。

六　

ま
と
め

本
論
は
、
恋
歌
の
応
酬
に
お
け
る
歌
の
展
開
の
手
法
と
、
当
該
作
品
が
詠
ま

れ
た
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
当
該
作
品
は
、
久
米
禅
師
が
石
川
郎
女
を

「
娉
」
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た
応
酬
で
、「
弓
」
を
「
引
く
」
こ
と
を
共

注
（
１
）
伊
藤
博
「
巻
二
磐
姫
皇
后
歌
の
場
合
」『
万
葉
集
の
構
造
と
成
立　

上
』（
一

九
七
四
年
、
塙
書
房
）。

（
２
）『
万
葉
集
』
の
引
用
は
、中
西
進
『
万
葉
集　

全
訳
注
原
文
付
』（
講
談
社
文
庫
）

に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
３
）
山
田
孝
雄
「
相
聞
考
」『
万
葉
集
考
叢
』（
一
九
五
五
年
、
宝
文
館
）。
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（
４
）
橋
本
四
郎
「
巻
二
の
贈
答
歌
」『
万
葉
集
を
学
ぶ
』
第
二
集
（
一
九
七
七
年
、

有
斐
閣
）。

（
５
）
土
橋
寛
「
歌
垣
の
歌
と
万
葉
「
相
聞
」
の
歌
」『
古
代
歌
謡
と
儀
礼
の
研
究
』（
一

九
六
五
年
、
岩
波
書
店
）。

（
６
）
当
該
作
品
の
Ｂ
の
歌
の
四
句
目
は
難
訓
箇
所
で
あ
り
、
大
別
し
て
「
ヲ
ハ
ク

ル
ワ
ザ
」
と
「
シ
ヒ
ザ
ル
ワ
ザ
」
の
説
が
あ
る
（
後
述
／
第
三
節
）。
本
論
で

引
用
テ
キ
ス
ト
と
し
て
い
る
講
談
社
文
庫
本
は
「
シ
ヒ
ザ
ル
ワ
ザ
」
を
採
用

す
る
が
、
近
年
の
注
釈
書
は
「
ヲ
ハ
ク
ル
ワ
ザ
」
を
採
る
も
の
が
多
い
た
め
、

〔　

〕
内
に
て
併
記
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
７
）
阿
蘇
瑞
枝「
相
聞
歌
の
様
式
―
贈
答
歌
を
中
心
に
―
」『
万
葉
和
歌
史
論
考
』（
一

九
九
二
年
、
笠
間
書
院
）。

（
８
）
太
田
善
麿
「
万
葉
人
と
歌
学
び
」（
万
葉
集
講
座　

第
三
巻
『
言
語
と
表
現
』

久
松
潜
一
監
修　

一
九
七
三
年
、
有
精
堂
）。

（
９
）
大
浦
誠
士
「
初
期
万
葉
の
相
聞
歌
」『
万
葉
集
の
様
式
と
表
現　

伝
達
可
能
な

造
形
と
し
て
の
〈
心
〉』（
二
〇
〇
八
年
、
笠
間
書
院
）。

（
10
）
土
橋
論　

注
５
に
同
じ
。

（
11
）
佐
野
あ
つ
子
「
女
歌
の
役
割
―
対
詠
性
の
問
題
か
ら
―
」『
女
歌
の
研
究
』（
二

〇
〇
九
年
、
お
う
ふ
う
）。

（
12
）『
万
葉
集
総
釈
』
第
一
巻
（
武
田
祐
吉
・
土
屋
文
明 

担
当
、
一
九
三
五
年
、

楽
浪
書
院
）。

（
13
）
緒
方
惟
章
「
久
米
禅
師
と
石
川
郎
女
の
歌
」『
万
葉
集
を
学
ぶ
』
第
二
集
（
一

九
七
七
年
、
有
斐
閣
）。

（
14
）
島
田
修
三
「
久
米
禅
師
・
石
川
郎
女
贈
答
歌
」『
初
期
万
葉
』（
一
九
七
九
年
、

早
稲
田
大
学
出
版
部
）。

（
15
）
伊
藤
博
「
歌
語
り
の
方
法
」『
万
葉
集
の
表
現
と
方
法　

上
』（
一
九
七
五
年
、

塙
書
房
）。

（
16
）
内
田
る
り
子
「
照
葉
樹
林
文
化
圏
に
お
け
る
歌
垣
と
歌
掛
け
」（『
文
学
』
五

十
二
巻
十
二
号
、
一
九
八
四
年
十
二
月
）。

（
17
）
辰
巳
正
明
「
万
葉
集
恋
歌
の
再
分
類
と
復
元
の
試
み
」『
詩
の
起
原　

東
ア
ジ

ア
文
化
圏
の
恋
愛
詩
』（
二
〇
〇
〇
年
、
笠
間
書
院
）。

（
18
）
辰
巳
氏
は
、「
歌
路
」
に
よ
っ
て
う
た
わ
れ
る
恋
歌
に
六
つ
の
分
類
が
存
す
る

こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、（
１
）
娯
神
情
歌
、（
２
）
文
娯
情
歌
、（
３
）

社
交
情
歌
、（
４
）
恋
人
情
歌
、（
５
）
愛
情
故
事
歌
、（
６
）
失
愛
情
歌
で
あ
る
。

辰
巳
氏
は
当
該
作
品
を
「
恋
人
情
歌
」
に
み
せ
か
け
た
「
社
交
情
歌
」
で
あ

る
と
位
置
付
け
て
お
り
、「
社
交
情
歌
」
は
「
歌
垣
の
場
で
恋
愛
関
係
に
は
な

い
が
社
交
的
に
歌
わ
れ
て
い
た
恋
歌
を
基
に
し
て
出
発
し
た
、
社
交
の
た
め

に
歌
わ
れ
る
恋
歌
」
で
あ
り
、「
恋
人
情
歌
」
は
「
歌
垣
の
場
で
男
女
が
交
互

唱
に
よ
っ
て
進
め
る
恋
歌
を
基
に
し
て
出
発
し
た
、
歌
路
と
い
う
恋
愛
の
道

筋
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
る
恋
歌
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
19
）『
説
文
解
字　

附
検
字
』（
一
九
七
二
年
、
中
華
書
局
）。

（
20
）『
天
治
本 

新
撰
字
鏡
』（
一
九
六
七
年
、
臨
川
書
店
）。

（
21
）『
類
聚
名
義
抄
』
第
一
巻
（
一
九
九
五
年
、
風
間
書
房
）。

（
22
）『
折
口
信
夫
全
集
』
第
四
巻
（
一
九
六
六
年
、
中
央
公
論
社
）。

（
23
）
伊
藤
博
『
万
葉
集
釈
注
』
一
（
一
九
九
五
年
、
集
英
社
）。

（
24
）『
契
沖
全
集
』
第
一
巻
（
一
九
七
三
年
、
岩
波
書
店
）。
以
下
、『
万
葉
代
匠
記
』

の
引
用
は
同
書
に
よ
る
。

（
25
）
武
田
祐
吉
『
増
訂 

万
葉
集
全
註
釈
』
第
三
巻
（
一
九
五
六
年
、
角
川
書
店
）。

（
26
）
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』（
一
九
九
七
年
、
小
学
館
）。

（
27
）
村
田
正
博
「
久
米
禅
師
の
妻
問
い
―
天
智
朝
風
流
の
お
も
か
げ
―
」『
万
葉
の

歌
人
と
そ
の
表
現
』（
二
〇
〇
三
年
、
清
文
堂
出
版
）。

（
28
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』（
岩
波
書
店
）。
以
下
、『
続
日
本
紀
』

の
引
用
は
同
書
に
よ
る
。
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（
29
）
虎
尾
俊
哉
『
延
喜
式
』
上
（
二
〇
〇
〇
年
、
集
英
社
）。
以
下
、『
延
喜
式
』

の
引
用
は
同
書
に
よ
る
。

（
30
）『
万
葉
集
全
注
』
巻
第
一
（
稲
岡
耕
二 

担
当
、
一
九
八
五
年
、
有
斐
閣
）。

（
31
）
九
七
番
歌
の
難
訓
箇
所
に
つ
い
て
は
、
間
宮
厚
司
「
九
七
番
歌
の
訓
解
」『
万

葉
難
訓
歌
の
研
究
』（
二
〇
〇
一
年
、
法
政
大
学
出
版
局
。
初
出
は
、『
日
本

研
究
―
言
語
と
伝
承
』
一
九
八
九
年
、
角
川
書
店
）
に
詳
し
い
。

（
32
）『
万
葉
集
全
注
』　

注
30
に
同
じ
。

（
33
）
澤
瀉
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』
巻
第
一
（
一
九
五
八
年
、
中
央
公
論
社
）。

（
34
）
月
岡
道
晴
「
梓
弓
と
真
弓
―
久
米
禅
師
と
石
川
郎
女
と
の
問
答
歌
―
」（『
国

語
と
国
文
学
』
九
三
―
一
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
）。

（
35
）
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』
一
（
一
九
七
一
年
、
小
学
館
）。

（
36
）『
万
葉
集
釈
注
』　

注
23
に
同
じ
。

（
37
）
万
葉
集
叢
書
八　
『
仙
覚
全
集
』（
一
九
七
二
年
、
臨
川
書
店
）。

（
38
）
鹿
持
雅
澄
『
万
葉
集
古
義
』
第
二
巻
（
一
九
二
八
年
、
名
著
刊
行
会
）。

（
39
）『
窪
田
空
穂
全
集
』
第
十
三
巻
（
一
九
六
六
年
、
角
川
書
店
）。

（
40
）『
万
葉
集
釈
注
』　

注
23
に
同
じ
。

（
41
）『
賀
茂
真
淵
全
集
』
第
一
巻
（
一
九
七
七
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会
）。

（
42
）『
万
葉
集
全
注
』　

注
30
に
同
じ
。

（
43
）
中
村
元
『
佛
教
語
大
辞
典
』「
禅
師
」
の
項
（
一
九
八
一
年
、
東
京
書
籍
）。

（
44
）
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
霊
異
記
』（
一
九
九
五
年
、
小
学
館
）。

（
45
）
清
水
克
彦「
作
品
の
配
列
基
準
―
巻
二
相
聞
の
場
合
―
」（『
万
葉
論
集　

第
二
』

一
九
八
〇
年
、
桜
楓
社
）。

（
46
）
石
川
郎
女
に
つ
い
て
の
論
は
、
市
村
宏
「
石
川
郎
女
考
」『
万
葉
集
新
論
』（
一

九
六
四
年
、
桜
楓
社
）、
渡
瀬
昌
忠
「
山
田
殿
像
と
石
川
氏
女
流
」『
柿
本
人

麻
呂
研
究　

島
の
宮
の
文
学
』（
一
九
七
六
年
、
桜
楓
社
）、
緒
方
惟
章
「
石

川
郎
女
―
―
万
葉
集
巻
第
二
〈
相
聞
〉
の
世
界
」『
万
葉
集
作
歌
と
そ
の
場
―

―
人
麻
呂
攷
序
説
』（
一
九
七
六
年
、
桜
楓
社
）、
阿
蘇
瑞
枝
「
石
川
郎
女
」

（『
論
集
上
代
文
学
』
第
七
冊
、
一
九
七
七
年
）、
川
上
富
吉
「
石
川
郎
女
伝
承

像
―
氏
女
・
命
婦
の
歌
物
語
―
」『
万
葉
歌
人
の
研
究
』（
一
九
八
三
年
、
桜

楓
社
）、
藤
原
芳
男
「
万
葉
の
郎
女
」『
万
葉
作
品
考
』（
一
九
八
四
年
、
和
泉

書
院
）、
肥
田
野
昌
之
「
石
川
郎
女
と
坂
上
郎
女
」（『
獨
協
大
学
教
養
諸
学
研

究
』
第
二
十
七
巻
、
一
九
九
三
年
三
月
）、
佐
藤
隆
「
万
葉
歌
人
石
川
郎
女
と

大
伴
氏
」（『
中
京
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
十
七
―
二
、
二
〇
〇
二
年
）、
阿
蘇

瑞
枝
「
蘇
我
氏
の
末
裔　

石
川
郎
女
―
女
の
生
き
方
―
」『
高
岡
市
万
葉
歴
史

館
叢
書
21　

万
葉
の
女
性
歌
人
』
二
〇
〇
九
年
、
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
）、
竹

本
晃
「『
万
葉
集
』
に
み
え
る
石
川
郎
女
に
つ
い
て
」（『
万
葉
古
代
学
研
究
所

年
報
』
第
九
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
47
）
島
田
論　

注
14
に
同
じ
。


